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は
じ
め
に

道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
地
域
に
お
い
て

住
民
と
の
合
意
形
成
を
得
な
が
ら
施
策
を
導
入
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
実
際
に
住
民
等
が
施
策
の

実
体
験
を
し
な
が
ら
、
そ
の
導
入
の
可
否
を
検
討
す
る
社

会
実
験
は
、
地
域
に
合
っ
た
施
策
を
導
入
す
る
際
に
非
常

に
有
効
な
手
法
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
平
成
三

年
度
よ
り
、
社
会

実
験
を
実
施
す
る
地
域
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
支
援
な

ど
を
行
う
社
会
実
験
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
渋
滞
対
策
の
た
め
の
公
共
交
通
利
用
の
促
進
や
道
路
空

間
の
有
効
活
用
、
物
流
･
駐
車
対
策
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
社
会
実
験
が
各
地
域
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。

平
成
一
五
年
度
は
、
歩
行
者
･
自
転
車
優
先
施
策

(く

ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン

･
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
)
、
N
P

O
等
と
の
協
働
に
よ
る
道
活
用
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

二
○
地
域
で
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
社
会

実
験
の
概
要
と
あ
わ
せ
、
平
成
一
五
年
度
に
実
施
さ
れ
た

社
会
実
験
に
つ
い
て
記
す
も
の
と
す
る
。

二

社
会
実
験
の
概
嚢

社
会
実
験
と
は
、既
存
制
度
の
大
幅
な
見
直
し
を
伴
う
、

抜
本
的
か
つ
斬
新
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
当
該
施
策
を
本

格
実
施
に
移
行
す
る
際
、
事
前
に
効
果
や
影
響
を
確
認
す

る
た
め
、
場
所
と
期
間
を
限
定
し
て
試
行
･
評
価
す
る
も

の
で
あ
る
。

社
会
実
験
実
施
の
流
れ
を
図
1
に
示
す
。
各
地
域
に
お

い
て
実
験
企
画
の
立
案
を
行
い
、
実
施
計
画
を
策
定
し
、

実
験
を
実
施
し
て
そ
の
結
果
を
評
価
し
公
表
す
る
。
こ
の

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
て
施
策
を
本
格
的
に
導
入
す

る
か
否
か
の
判
断
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
国
土
交
通
省
道

路
局
で
は
、
平
成
一
五
年
度
ま
で
に
六
五
件
の
社
会
実
験

を
地
域
の
方
々
と
と
も
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二

七
件
に
つ
い
て
は
実
験
し
た
施
策
が
本
格
導
入
ま
た
は
一

部
導
入
と
な
っ
て
い
る
。

三

平
成
曲
玉
年
度
に
実
施
き
れ
た
社
会
実
験

に
つ
い
て

平
成
一
五
年
度
は
表
-
の
と
お
り
、
二
〇
地
域
に
お
い
て

社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。
以
下
に
施
策
別
に
平
成
一
五
年

度
の
社
会
実
験
の
実
施
状
況
及
び
結
果
概
要
を
述
べ
る
。
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l[ <社会実験の流れ> =
嚢
驗
企
画
の
立
案

0 地域の判巧 ( m 地ィし

地域の将来像を考え、抱えている
問題･課題を明確化します。

0実験テーマの設定
将来像を実現するために導入す
べき施策と言窓9べき事項等を
整理し、実験テーマを設定しま
す。

具 く社会実験制度の減 > =
◎選定時の着目点
道路に関する施策について、以下の
視点から選定を行います。

･新規性、先進性のある取り組み
か

e実験に冠する施策が当該地域
だけでなく他の池国でも有効
が

0実験に関わる諸団体の準備態
勢や合意形成の状況

･実験の親膜や内容、評価などが
十分縦られているが

◎翼議会による助言
｢社会異醸の推進に関する懇談会
(座長:高榑洋二:東京海洋大学教

授)｣より、実験内容や進め方につ
いての助言を頂きます。

-

ッ行

･
自
転

先

備
を
行
っ
て
、
交
通
安
全
の
確
保
と
生
活
環
境
の
質
の
向

(く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
)

上
を
図
ろ
う
と
す
る
取
組
み
で
あ
る
。

く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
は
、
外
周
を
幹
線
道
路
に
囲
ま

平
成
一
五
年
度
は
、
七
地
域
で
実
験
が
実
施
さ
れ
て
お

れ
て
い
る
等
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
住
区
や
中
心
市
街
地
の

り
、
こ
れ
ら
は
住
宅
地
を
対
象
と
し
た
取
組
み
(佐
賀
市
、

街
区
な
ど
に
お
い
て
、
警
察
と
連
携
し
て
一
般
車
両
の
地

鎌
ヶ
谷
市
)、
駅
前
や
市
街
地
中
心
部
な
ど
の
商
業
地
を

区
内
へ
の
流
入
を
制
限
し
て
身
近
な
道
路
を
歩
行
者
･
自

対
象
と
し
た
取
組
み

(広
島
市
、
郡
山
市
、
茨
木
市
)
、

転
車
優
先
と
し
、
併
せ
て
鉦
器
魁
柱
化
や
緑
化
等
の
環
境
整

観
光
地
や
歴
史
街
道
を
対
象
と
し
た
取
組
み

(日
田
市
、

-

歩
行
者

み ･

　　
　　 爽

施
計
回
の
策
定

◎実験実施体制づくり
計画の立案者だけでなく、利用者
や地域住民、公約隣閲なとの間係
組織を含めた実験実施体制(協議
会など)を組織します。
- -▲ …-‐‐“ …‐
… ^ … ^ ppM-煕v′泉丈
実験実施体制の中で問題解決に
向けた議論を通し、具体的な実験
計画を策絆します.

-嚢
驗
の
嚢
施

一＼
＼

◎実験実施
道路管理者や地域住民など関孫
者が協働して実験を実施し、進捗
を管理します。

◎柔軟な見直し
実験の実施中でも、参加者から寄
せられた意見などをもとに実験
内容を柔軟に見直します。

壌
施
地
域
の
選
定

社
会
実
験
の
公
寡

選定されると…

　
　　　　　

彰 ^ 耿瞬只州UJ文振
計画立案、広報、施設の仮設･借用、
調査、分析など実験に必要な諸費用
を支援します。

◎実験編巣の発信
… 科す字々 雪] ｢T笑や、

施策の導入についての判断材料な
とをとりまとめ、全国八発信しま
す。

〉‘
′

　
　　
　
も
　
　

l施策饗 川関する検討材料 吏

　　　 　 　

　　　
　　　

｢
結
果
の
脾
価
,銭

二

◎実験結果の評価 ･分析
実験結果を整理分析し、施策の本
格実施、施策内容の見直し、施策
導入の中止について判断します。

◎実験結果の公表
実験で得られた結果だけでなく、
実験を行う上での合意形成プロ
セスや改善すべき課題について
も公演します。

図 1 社会実験の流れ

住
宅
地
を
対
象
と
し
た
実
験
で
は
、
一
定
通
学
路
の
主

要
エ
リ
ア
に
ハ
ン
プ
設
置
や
車
両
通
行
制
限
を
行
っ
た
佐

賀
市
に
お
い
て
、
自
動
車
速
度
抑
制
効
果
が
現
れ
住
民
か

ら
も
好
評
で
あ
り
、
実
験
で
導
入
し
た
二
二
箇
所
の
ハ
ン

プ
の
う
ち
九
箇
所
は
継
続
し
て
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(写
真
1
)。
ま
た
鎌
ヶ
谷
市
の
住
宅
街
に
設
置
し
た
ハ
ン

プ ら 賀 要 枚 表 1 平成15年度に実施した社会実験
の も 市 エ 住 方
う 好 に リ 宅 市
ち 彗濫 お ア も ) 日新地区交通環臆改善プ□グラム-通

テーマ 実験名･実験地域

歩行者･自転車優先施策
(くらしのみちゾーン)

日新地区交通環境改善プログラム一通学路の安全性- (佐賀県佐賀市〕
歩行者に安全なまちづくり導入実験 (千葉県鎌ヶ谷市)
都心商業地区における歩行者と自動車、自転車の共存化に関する実験 (広島県広島市)
中心商業地l｣や【ブネサ、±‐‐‐--…と歩行支援実験○冨島県郡山市)
JR茨木駅周辺交通円滑化社会実験 (大阪府茨木市)
天領日田、歩いて時間 (とき)を感じるまちづくり社会実験 (大分県日田市)
｢歴史街道 あるいてにぎわう枚方宿｣社会実験 (大阪府枚方市)

歩行者･自転車優先施策
(トランジットモール)

那覇市国際通りトランジットマイル社会実験 (沖縄県那覇市)
~ロープウェイ通り~ 歩いて楽しモール実験 (愛媛県松山市)
津和野人と環境にやさしいまちづくり交通社会実験 (島根県津和野町)
交通政策の転換に向けた岐阜市総合型交通社会実験 (岐阜県岐阜市)

N PO等との協働による
道活用

道路空間のコミュニティインフラ化 in 博多 (福岡県福岡市)
地下駐車場 (既存ストック)を活用した中心市街地活性化実験 (福島県福島市)
地域住民による『遊びの歩道』創出実験 (岩手県東和町)
御堂筋賑わい空間づくり社会実験~みち再生からはじまる地域主役の都市再生~ (大阪府大阪市)

物流･駐車場対策
IT社会における駐車場情報提供等の高度化社会実験 (愛知県名古屋市)
｢人と環境を重視した都心交通計画｣社会実験 (北海道札桝市)

バス利用の促進 デマンドシステムと情報提供による玄関口パス運行実験 (愛知県豊田市)
バリアフリー 円滑な移動環境を提供する歩行者IT S社会実験 (愛知県名古屋市)

道路管理における
地域住民との協働

C O O L RO A D提供実験 (山形県鶴岡市)

こ こ

実 と
験 が
で で
は き
、 る

o

の協働
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プ
も
速
度
抑
制
効
果
が
高
く
、
実
験
後
、
設
置
に
つ
い
て

継
続
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

商
業
地
を
対
象
と
し
た
実
験
で
は
、
路
上
駐
車
や
放
置

自
転
車
な
ど
に
よ
っ
て
歩
行
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
広
島

市
の
中
心
商
業
地
区
に
お
い
て
、
歩
車
分
離
や
臨
時
駐
輪

場
の
設
置
な
ど
の
実
験

(写
真
2
)
を
行
っ
た
ほ
か
、
郡

山
市
の
中
心
市
街
地
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
た
め
の
電

動
ス
ク
ー
タ
ー
レ
ン
タ
ル
実
験
な
ど
を
実
施
し
、
茨
木
市

で
は
J
R
茨
木
駅
周
辺
の
一
方
通
行
化
と
合
わ
せ
た
歩
行

者
空
間
の
創
出
実
験
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
広
島
市
で

は
、
放
置
自
転
車
が
減
少
す
る
な
ど
歩
行
環
境
の
改
善
に

寄
与
し
た
も
の
の
、
本
格
実
施
に
向
け
て
は
引
き
続
き
協

議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
の
地
域
に
お
い
て
も
実
験
結

果
を
踏
ま
え
継
続
的
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

観
光
地
を
対
象
と
し
た
実
験
で
は
、
狭
あ
い
な
道
路
に

観
光
車
両
が
入
り
込
む
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
日
田

市
で
自
動
車
進
入
制
限
な
ど
の
実
験

(写
真
3
)
が
行
わ

れ
た
他
、
枚
方
市
に
お
い
て
旧
街
道
に
流
れ
込
む
通
過
車

両
を
抑
制
す
る
た
め
歩
行
者
専
用
道
路
化
な
ど
の
実
験
が

行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
評
価
は
高
か
っ
た
も
の
の
、
枚
方

市
で
は
周
辺
道
路
に
渋
滞
が
発
生
す
る
と
い
っ
た
課
題
も

生
じ
た
。

2

歩
行
者
･
自
転
車
優
先
施
策

(ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
)

写真 2 商業地での歩車分離 (広島市)

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
は
、
中
心
市
街
地
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
等
で
警
察
と
連
携
し
て
一
般
車
両
の
利
用
を
制

限
し
て
、
歩
行
者
･
自
転
車
と
バ
ス
や
路
面
電
車
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
を
高
め
、
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創

　

　
　

　　

　

　

　

写真 3 観光地での自動車進入抑制
(日田市)

出
し
よ
う
と
す
る
取
組
み
で
あ
る
。

平
成
一
五
年
度
は
四
地
域
で
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。
那

覇
市

(写
真
4
)
で
は
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る

国
際
通
り

(約
一
.
六
如
)
を
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化

す
る
実
験
を
行
っ
た
。
平
成
一
四
年
度
に
も
土
･
日
曜
日

に
実
験
し
た
が
、
平
成
一
五
年
度
は
こ
れ
に
金
曜
日
を
加

え
、
三

月
二
一
日

(金
)
~
二
三
日

(日
)
の
三
日
間

実
施
し
た
。
三
日
間
で
通
常
時
の
二
倍
近
い
七
万
五
千
人

の
来
街
者
が
あ
り
、
施
策
の
内
容
も
好
評
で
あ
っ
た
。
今

後
は
当
面
休
日
の
試
験
的
導
入
を
検
討
し
な
が
ら
、
平
成

一
七
年
度
の
本
格
導
入
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
松
山
市
、
津
和
野
町
、
岐
阜
市
で
も
そ
れ
ぞ
れ

中
心
部
の
通
り
を
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
し
実
験
を
行

っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
一
定
の
効
果
を
得
た
も
の
の
、
商

業
者
等
か
ら
不
便
さ
が
指
摘
さ
れ
た
地
域
も
あ
り
、
今
後



の
本
格
導
入
に
向
け
て
は
課
題
を
残
し
て
い
る
。

3

N
P
O
等
と
の
協
働
に
よ
る
道
活
用

N
P
O
等
と
の
協
働
に
よ
る
道
活
用
と
は
、
地
域
の
住

民
団
体
や
N
P
O
等
が
、
道
路
管
理
者
と
の
役
割

･
責
任

分
担
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
た
上
で
、
地
域
特
性
を
活
か

し
た
道
路
空
間
づ
く
り
や
道
路
管
理
へ
参
画
す
る
機
会
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
継
続
的
な
活
動
と
す
る
た

め
の
取
組
み
で
あ
る
。

福
岡
市
の
博
多
エ
リ
ア
、
福
島
市
の
中
心
市
街
地
、
東

和
町
の
中
心
商
店
街
及
び
大
阪
の
中
心
部
で
あ
る
御
堂
筋

に
お
い
て
社
会
実
験
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
御
堂
筋
で
は
一
一
月
二
三
日

(日
)
の
三
一

時
~
一
七
時
の
五
時
間
、
約
八
〇
0
m
の
区
間
で
一
般
車

の
通
行
規
制
を
実
施
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
オ
ー
プ
ン

テ
ラ
ス
を
設
置
し
た

(写
真
5
)。
推
計
二
一
万
人
の
来

場
者
が
あ
り
、
大
き
な
集
客
効
果
が
得
ら
れ
た
ほ
か
、
道

路
空
間
の
イ
ベ
ン
ト
利
用
に
つ
い
て
来
街
者
と
周
辺
地
域

か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。
一
方
、
周
辺
道
路
の
渋
滞
な
ど

の
交
通
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
の
課
題
が
残

っ
て
い
る
。

4

そ
の
他
の
施
策

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、
物
流
･
駐
車
場
対
策
な
ど

四
つ
の
施
策
で
五
地
域
が
社
会
実
験
に
取
り
組
ん
だ
。
い

ず
れ
も
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
導
入
に
向
け
て
継
続
的
な

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
名
古
屋
市
、
札
幌
市

で
は
同
じ
地
区
で
道
路
空
間
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
の
社

会
実
験
を
本
年
度
に
行
い
、
更
な
る
課
題
解
決
、
本
格
導

入
へ
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　　　　 　
　

　　　　　　
道路空間のイベント利用

o 決 っ 市 て 粗
、 い 、 継 ん

大阪市 ･御堂筋パレード) 本 て も 続 だ
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き

、

1

,

写

四

お
わ
り
に

以
上
、
平
成
一
五
年
度
の
実
施
地
域
を
中
心
に
概
観
し

た
。
国
と
し
て
は
、
実
験
実
施
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や
実
験

結
果
な
ど
を
そ
の
地
域
だ
け
の
情
報
に
と
ど
め
ず
、
知
見

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
こ
れ
か
ら
同
様
の
施
策
を
実
施
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
地
域
へ
情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
社
会
実
験
結

果
は
、
社
会
実
験
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(す者
"
鶏
"
"
目
貰
わ
o1

導
き
私
益
のB
o日
o"
口
Q興
穹
言
□
で
概
要
等
紹
介
し
て
い

る
と
と
も
に
、
平
成
一
五
年
二
月
に
は

｢社
会
実
験
事
例

集
｣
(大
成
出
版
社
)
を
刊
行
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。

な
お
、
平
成
一
六
年
度
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

｢く

ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
･
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
社
会
実

験
｣
に
つ
い
て
取
り
組
む
ほ
か
、
道
路
空
間
を
よ
り
柔
軟

に
活
用
し
て
街
の
賑
わ
い
創
出
を
図
る
こ
と
を
意
図
し
た

｢オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主
体
の
道
活
用
に
関
す
る
社

会
実
験
｣
、
路
上
工
事
に
よ
る
渋
滞
を
軽
減
す
る
た
め
の

｢路
上
工
事
縮
減
等
に
関
す
る
社
会
実
験
｣
を
実
施
す
る
。

八
月
四
日
現
在
で
二
九
地
域
の
社
会
実
験
に
着
手
し
て
お

り
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
各
地
で
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ

る
。
実
施
予
定
等
は
前
出
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
紹
介

す
る
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
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圓

人
と
環
境
に
や
湾
し
い
嚢
流
⑭
難
症
榊
寵
し
て

~
津
和
野
町
交
通
社
会
実
験

｢津
和
野
ぶ
ら
り
ウ
ィ
ー
ク
2
｣
…

島
根
県
津
和
野
町
建
設
課

一
は
じ
め
に

津
和
野
町
で
は
、
道
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
一
〇
年
度
よ
り

｢津
和
野
町
ま

ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
｣
を
立
ち
上
げ
、
道
路
交
通
問
題

を
中
心
と
し
て
、
観
光
、
地
域
振
興
に
至
る
ま
ち
づ
く
り

の
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
一
〇
年
に

『人
と
環
境
に
や
さ
し
い
交
流
の
里
づ

く
り
』
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
、
歩
行
者
や
自
転
車
を

優
先
す
る
道
路
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
方
針
が
立
て
ら
れ

ま
し
た
。

平
成
一
五
年
度
に
は
、
国
土
交
通
省
の

｢く
ら
し
の
み

ち
ゾ
ー
ン

･
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
地
区
｣
へ
の
応
募
を

行
い
、
津
和
野
町
津
和
野
地
区
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

｢車
中
心
か
ら
人
中
心
の
道
路
整
備
｣
と
い
う
く
ら
し

の
み
ち
ゾ
ー
ン
の
考
え
方
と
津
和
野
町
の
歩
行

者
や
自
転
車
を
優
先
す
る
道
路
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
方
針
に
は
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の

共
通
項
が
登
録
の
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。津

和
野
町
で
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
を
優
先

す
る
道
路
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
具
体
的
施
策

と
し
て
、
｢
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
｣
｢循
環
バ
ス
の

連
行
｣
｢ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
｣
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(図
1
)
。

こ
の
よ
う
な
具
体
的
施
策
を
試
行
的
に
実
施

し
、
地
域
住
民
の
反
応
や
、
津
和
野
町
で
の
施

策
の
適
合
性
な
ど
を
検
証
す
る
こ
と
を
考
え
、

平
成
一
五
年
度
交
通
社
会
実
験
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

･
-- '≧ ･ ･ --′ '' n ･′

I自動車流入の抑制 I

駐車堝 ノ…

一道
的
靱

ゾ
活
目
の

ち
生
光
蹴

み
の
閥
逓
を

の
て
や
女
る

し
し
備
車
図

ら
と
盤
勒
を

〈
ン
路
自
制

　　流　
図 1 津和野町の将来の交通体系図

8 道々テセ 2004 ,8



今
回
は
、
平
成
一
五
年
度
に
実
施
し
た
交
通
社
会
実
験

に
つ
い
て
概
要
と
結
果
及
び
得
ら
れ
る
効
果
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

L パーク&ライド実施範囲 l

三

変
通
社
会
実
験
の
概
要

交
通
社
会
実
験
は
、
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
平
成

　　　　　　　

験
だ

裏
町

ル
鼓
し

　　
　
　

　
　
　

　
　　
　

ツ
･ゞ

　　
　
　

ン
園
o

　
　
　
　　
　
　

　　
　

　
　

一
五
年
三

月
一
日
か
ら
一
六
日
ま
で
の
一
六
日
間
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
交
通
社
会
実
験
で
は
、
歩
行
者

や
自
転
車
を
優
先
す
る
道
路
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

の
具
体
的
施
策
四
項
目
に
つ
い
て
実
験
を
実
施
し
ま
し
た

(図
2
)。

①

津
和
野
市
街
地
循
環
バ
ス
の
連
行

図 2 津和野町交通社会実験概要図

②

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
の
実
施

③

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
実
施

④

デ
バ
イ
ス

(ハ
ン
プ
)
に
よ
る
速
度
抑
制
の
実
施

循
環
バ
ス
は
、
津
和
野
町
の
市
街
地
を
8
の
字
で
連
行

し
、
料
金
は
均
一
料
金
の
一
〇
〇
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

一
日
乗
車
券
三
〇
〇
円
券
の
発
行
も
行
い
ま
し
た
。
連
行

時
間
は
九
時
か
ら
一
七
時
ま
で
、
三
〇
分
お
き
に
計
一
七

便
の
連
行
と
し
ま
し
た
。
主
に
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
利
用
者

の
代
替
補
完
的
公
共
交
通
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
ま
す
。

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
は
津
和
野
市
街
地
の
南
北
に
そ
れ
ぞ

れ

｢駐
車
場
｣
を
設
け
、
観
光
目
的
の
車
を
停
め
、
バ

ス
･
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
及
び
徒
歩
で
市
街
地
観
光
エ
リ
ア

を
周
遊
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
駐
車
場
の
近
く
に

｢拠

点
案
内
所
｣
を
設
置
し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
ま
し

た
。ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
は
、
津
和
野
観
光
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
と
な
る
本
町
通
り
と
殿
町
通
り
に
お
い
て
実
施

し
ま
し
た
。
公
共
交
通
と
通
行
許
可
車
輌
の
み
通
行
を
認

め
、
観
光
目
的
の
自
家
用
車
の
通
行
を
規
制
す
る
こ
と
で

自
動
車
交
通
を
抑
制
し
、
安
全
な
歩
行
空
間
を
創
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
一
方
通
行
と
す
る
こ
と
で
歩
行
空
間
を
広

く
し
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
快
適
に
周
遊
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
し
た
。

デ
バ
イ
ス
実
験
と
し
て
、
固
定
ハ
ン
プ

･
イ
メ
ー
ジ
ハ

ン
プ
を
津
和
野
市
街
地
内
で
も
交
通
量
の
多
い
高
岡
通
り

と
観
光
に
よ
る
周
遊
の
多
い
本
町
通
り
に
設
置
し
、
自
動

号　　　　　　　　　

　　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　

ノ
-
=

　

　

　
　　
　
　

　　

裁
方
面
-

I循環バス (8の字運行) l

循環バス (直行運行)　 　 　　　　　　　



車
の
速
度
の
抑
制
に
よ
る
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。亘

変
通
社
会
実
験
の
結
果

ー

循
環
バ
ス
の
運
行

循
環
バ
ス

(写
真
ー
･
2
)
は
市
街
地
を
8
の
字
で
循

環
す
る
バ
ス
と
南
北
の
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
拠
点
を
直
行
で

結
ぶ
バ
ス
の
二
パ
タ
ー
ン
で
連
行
し
ま
し
た
。

利
用
者
は
両
パ
タ
ー
ン
合
計
で
三
、
六
三
七
人
、
全
日

の
平
均
乗
車
密
度
は
一
三
･
三
人
/
便
と
な
り
ま
し
た
。

休
日
の
み
の
平
均
乗
車
密
度
は
二
二
･
0
人
/
便
で
あ

り
、
バ
ス
の
乗
車
定
員

(二
九
人
)
を
ほ
ぼ
埋
め
る
ほ
ど

の
利
用
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

こ
そ

き
＼

2

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
の
実
施

津
和
野
市
街
地
の
南
北
の
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
駐
車
場
に

看
板
に
よ
っ
て
車
を
誘
導
し
、
津
和
野
市
街
地
へ
の
観
光

目
的
車
輌
の
流
入
抑
制
を
行
な
い
ま
し
た
。

写真 1 循環バス ｢ぶらりバス｣

写真 2 循環バス車内の様子

津
和
野
市
街
地
へ
の
流
入
交
通
量
を

｢
こ

と
し
た
時

の
津
和
野
大
橋
断
面
交
通
量

(津
和
野
市
街
地
の
中
心
に

位
置
し
、
最
も
交
通
量
が
多
い
断
面
)
は
、
平
成
一
四
年

度
で

｢
一
･
一
六
｣、
交
通
社
会
実
験
中
で

｢
一
･
0
七
｣

と
な
り
交
通
社
会
実
験
中
の
方
が
｢0
･
0
九
｣
少
な
く
、

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
に
よ
る
交
通
量
の
抑
制
の
効
果
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
に
は
駐
車
場
に
停
め
て
歩
い
て
周
る

こ
と
に
よ
っ
て
観
光
滞
在
時
間
を
長
く
し
、
商
店
の
活
性

化
を
促
す
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。
休
日
に
お
け
る
パ

ー
ク
&
ラ
イ
ド
駐
車
場
で
の
平
均
滞
留
時
間
は
平
成
一
四

年
度
と
同
等
の
約
二
時
間
で
し
た
。
し
か
し

｢三
時
間
以

上
｣
滞
留
す
る
車
の
割
合
は
、
平
成
一
四
年
度
と
比
べ
て

も
輔
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図 3 バスと徒歩を組み合わせた観光密度

る方が多くなった。
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九
%
多
く
な
り
ま
し
た

(図
3
)。

ま
で
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
歩
行
者
は
通
常
時
よ
り
も

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
の
実
施
に
よ
っ
て
、
観
光
行
動
に
も

八
0
%
増
加
し
ま
し
た

(図
5
)。

変
化
が
現
れ
ま
し
た
。
循
環
バ
ス
の
導
入
に
よ
っ
て
、
森

そ
の
結
果
、
観
光
客
や
地
元
住
民
が
安
全
で
快
適
な
周

鴎
外
旧
居
周
辺
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
降
り
て
散
策
を
す
る

遊
を
楽
し
む
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
通
り
に
は
活
気
が

等
の
新
た
な
観
光
周
遊
行
動
が
確
認
で
き
ま
し
た

(図

見
ら
れ
ま
し
た

(写
真
3
)。
ま
た
、
地
元
の
商
店
が
目

4
)
。

主
的
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
を
展
開
し
、
積
極
的
な
道
路

空
間
利
用
を
行
な
い
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
が
市
街
地

3

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
実
施

に
活
気
と
賑
わ
い
を
創
出
す
る
有
効
な
手
段
と
し
て
も
活

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
験
を
実
施
し
た
殿
町
通
り
、

本
町
通
り
で
は
、
自
動
車
の
交
通
量
を
通
常
時
の
六
二
%

台
･
人

n
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図 5 自動車 ･歩行者 ･自転車の交通量変化
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工写真 4 オープンカフェの様子 3 トランジットモールの様
子 (本町通り ･殿町通り)

フヵ
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′

ン
り

プ
通　　　

　
　

用
さ
れ
ま
し
た

(写
真
4
)。

4

デ
バ
イ
ス

(ハ
ン
プ
実
験
)
の
実
施

ハ
ン
プ
と
呼
ば
れ
る
自
動
車
の
速
度
抑
制
施
策
を
実
施

し
、
津
和
野
市
街
地
内
の
安
全
性
の
向
上
効
果
を
検
証
し

ま
し
た
。

ハ
ン
プ
は
こ
ぶ
状
の
固
定
ハ
ン
プ
と
視
覚
的
な
速
度
抑

制
を
促
す
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
を
用
い
、
交
通
量
の
多
い
高

岡
通
り
と
観
光
周
遊
の
往
来
が
多
い
本
町
通
り
に
設
置
し

ま
し
た
。

固
定
ハ
ン
ブ
の
設
置
に
よ
っ
て
、
自
動
車
の
速
度
が

○
.
九
~

-
,
八
臘
/
h
低
下
し
、
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
の

-
‘
ち
き

匙
よ
子

　

　
　
　
　
　

,
プ
の
)

ン
制
り

ハ
抑
涌

写真5 固定ハンプによ　　
　　
　　

ハ
抑
通

定
度
町

固
速
本

　　
　　

に

子

プ
様

ン

の

ン

-
-

ハ
制
)

ジ

抑
り

嶬

一
度

通

ら

メ
速

町

　
　

　
　
　

　



設
置
に
よ
っ
て
、
0
･
七
~
○
･
八
九
如
/
h
低
下
し
ま

し
た

(写
真
5

･
6
)
。

5

交
通
社
会
実
験
に
よ
る
住
民
意
識
の
変
化

今
回
の
交
通
社
会
実
験
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た

地
元
住
民
同
士
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
験
実
施
後
に
実
施
し
ま
し
た
。

主
に
社
会
実
験
を
通
じ
て
気
づ
い
た
こ
と
や
今
後
津
和

野
町
の
観
光
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
･
活
動
を

行
う
べ
き
か
を
議
論
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
観
光
案
内
の
強
化
と
充
実
に
つ

い
て
の
具
体
的
内
容
や
観
光
客
の
特
性
に
合
っ
た
観
光
振

興
を
模
索
な
ど
、
観
光
振
興
の
た
め
に
実
施
す
べ
き
こ
と

を
中
心
に
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
交
換
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
平
成
一
六
年
四
月
に
は
地
元
有
志
に
よ
る

｢ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
｣
が
発
足
し
、
土
日
を
中
心
に
ガ

心･ ｢ か

7
、
交通璧実験後のワ-ク 努 拶 ゼ

プの様子、ン

、
7
′　

l パーク&ライド (循環パスの運行) = トランジットモール = ′･ンプ l
'--… ----------- - ------.----------･一------･一･一一--. …

･街中の交通量減少 ･人と人との交流
･街中の安全性向上 ･生活の足

イ
ド
や
観
光
案
内
を
展
開
し
て
い
ま
す

(写
真
7
)。

ま
た
、
平
成
一
六
年
七
月
二
四
日
に
は
地
元
商
店
会
が

主
催
し
、
道
路
空
間
を
利
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

(夜

市
)
が
開
催
さ
れ
、
交
通
社
会
実
験
に
よ
る
住
民
の
観
光

振
興
や
地
域
活
性
化
へ
の
積
極
的
な
動
き
が
今
で
も
見
ら

れ
て
い
ま
す

(写
真
8
)。

四

嚢
通
社
会
実
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

津
和
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
は

｢人
と
環
境

に
や
さ
し
い
交
流
の
里
づ
く
り
｣
で
あ
り
、
本
実
験
で
は
、

｢人
と
人
と
の
交
流
増
加
｣
｢地
域
の
活
性
化
｣
｢安
全

写真8 道路空間利用によるオープンカフェの様子
(紙園丁通り

足

…

の

…

活

…

　

　

　人と人の交流機会の増加

⑩⑳

⑧
⑳
増行　

交通社会実験によって得られる効果



性
.
快
適
性
の
向
上
｣
と
い
う
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

(図
6
)
。

五

変
通
社
会
実
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
課
題

と
対
応

ー

循
環
バ
ス
運
行
の
課
題

将
来
の
本
格
的
な
導
入
を
考
え
、
採
算
の
取
れ
る
料
金

と
運
行
時
間
の
設
定
が
必
要
で
あ
り
、
試
算
の
結
果
、
S

L
運
行
日
限
定
連
行
で
の
採
算
が
確
保
で
き
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
度
実
施
予
定
の
交
通
社
会
実

験
で
は
、
採
算
の
確
保
が
可
能
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
た

め
新
た
な
設
定
に
よ
る
バ
ス
運
行
を
行
な
い
ま
す
。

2

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
実
施
の
課
題

今
回
の
実
験
で
は
、
市
街
地
内
の
有
料
駐
車
場
の
経
営

を
圧
迫
す
る
こ
と
な
く
市
街
地
内
へ
の
交
通
量
抑
制
を
実

施
し
ま
し
た
。
主
に
看
板
に
よ
る
案
内
の
み
で
パ
ー
ク
&

ラ
イ
ド
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
バ
ス
の
流
入
抑

制
に
つ
い
て
も
観
光
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
調
整
が
必
要
で

あ
っ
た
た
め
、
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
格
的
な
導
入
に
向
け
て
は
、
｢継
続
的
な
実
施
｣
と

｢恒
常
化
｣
に
向
け
た
検
討
が
必
要
で
す
。
積
極
的
に
観

光
目
的
車
輌
の
流
入
を
抑
制
で
き
る
よ
う
市
街
地
内
の
民

間
駐
車
場
経
営
者
と
の
調
整
を
図
り
、
観
光
バ
ス
の
抑
制

を
視
野
に
入
れ
、
平
成
一
六
年
度
実
施
予
定
の
交
通
社
会

実
験
に
て
検
証
し
、
将
来
継
続
し
て
実
施
で
き
る
体
制
を

模
索
し
ま
す
。

3

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
施
の
課
題

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
は
観
光
と
生
活
行
動
が
混
在
す

る
通
り
で
通
行
車
輌
規
制
や
一
方
通
行
化
を
図
り
、
実
施

し
ま
し
た
。
観
光
客
に
は
快
適
な
観
光
行
動
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
が
、
住
民
に
と
っ
て
は
、
一
方
通
行
化
な
ど
に

よ
る
移
動
の
不
便
さ
を
伴
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

一
六
年
度
実
施
予
定
の
交
通
社
会
実
験
に
お
い
て
は
、
沿

線
の
住
民
が
ど
の
程
度
の
不
便
さ
を
許
容
で
き
る
か
を
確

認
す
る
と
と
も
に
沿
線
住
民
の
道
路
空
間
の
活
用
な
ど
へ

の
積
極
的
な
協
力
を
促
し
、
今
後
継
続
的
に
実
施
で
き
る

体
制
を
確
立
し
ま
す
。

4

デ
バ
イ
ス
実
施
の
課
題

ハ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
実
験
中
警
備
員
を
配
置
し
安
全

な
通
行
が
行
な
え
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
将

来
本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
警
備
員
を
毎
日

配
置
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

ま
た
、
｢安
全
で
快
適
に
行
動
す
べ
き
エ
リ
ア
の
入
口

に
設
置
す
る
こ
と
で
、
ス
ピ
ー
ド
抑
制
効
果
は
向
上
す
る
｣

と
い
う
見
解
や
固
定
ハ
ン
プ
に
つ
い
て

｢段
差
が
自
転
車

等
の
二
輪
車
に
は
危
険
｣
｢景
観
上
設
置
し
た
赤
い
ハ
ン

プ
は
似
合
わ
な
い
｣
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の
住
民
意

見
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
一
六
年
度
実
施
予
定
の
交
通
社
会
実
験
で
は
、
最

適
な
設
置
箇
所
で
の
ハ
ン
プ
の
設
置
を
検
討
し
、
イ
メ
ー

ジ
ハ
ン
プ
の
有
効
的
な
活
用
を
視
野
に
入
れ
て
本
格
的
導

入
に
向
け
た
検
証
を
行
い
ま
す
。

穴

お
わ
り
幅

交
通
社
会
実
験
で
実
施
し
た
各
々
の
交
通
施
策
は
前
述

す
る
課
題
を
解
消
し
、
今
後
継
続
的
に
実
施
し
す
る
こ
と

で

｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
･
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
地

区
｣
の
早
期
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
交
通
施
策
を
今
後
、
継
続
的
に
実
施

す
る
た
め
に
は
津
和
野
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
の

認
知
度
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
住
民
主

導
の
施
策
展
開
を
行
い
、
各
々
の
交
通
施
策
が
恒
常
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

平
成
一
六
年
度
は
住
民
主
体
の
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、第
二
回
の
交
通
社
会
実
験
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

本
格
的
な
施
策
導
入
に
向
け
て
官
民
一
体
と
な
っ
て
努
力

し
て
い
く
事
と
し
て
い
ま
す
。



圓
圓
圓
蘂
軍
威
嚼五
筆
鷹
檀
墓
稟
験
結
果
と
り
ま
と
め

雙
圓
圓
圓
圓
鬮
圓

圓
圓
圓
圓
圓

と

き

歩
い
て
時
間
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
症
醐
鬮
し
て

~
観
光
地
に
お
け
る
交
通
社
会
実
験
~

日
田
市
建
設
部
都
市
計
画
課

璽

日
田
市
豆
囮
の
変
通
状
況

日
田
市
豆
田
地
区
は
、
二
〇
年
来
の
古
い
町
並
み
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
成
果
に
よ
り
、
二
、
三
月
の

｢天
領
日
田
お
ひ
な
ま
つ
り
｣
時
に
は
大
い
に
賑
わ
い
を

見
せ
、
年
間
五
三
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
市
を
代
表
す

る
観
光
拠
点
と
な
っ
て
い
る

(図
1
、
写
真
1
)。

地
区
を
南
北
に
貫
通
す
る
二
本
の
街
路
は
、
昔
な
が
ら

の
町
割
を
形
成
す
る
狭
縊
な
道
路

(幅
員
約
五
m
)
で
あ

る
。
近
年
の
観
光
地
化
に
伴
い
大
型
の
観
光
バ
ス
を
始
め

と
す
る
多
く
の
観
光
車
両
が
入
り
込
み
、
観
光
客
と
車
が

過
度
に
混
雑
し
て
い
る
。
加
え
て
慢
性
的
な
駐
車
場
不
足

や
案
内
板
の
未
整
備
に
よ
る
駐
車
場
を
探
す
車
の
う
ろ
つ

き
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
信
号
が
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般

車
輌
の
抜
け
道
と
な
っ
て
お
り
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
車
の

通
過
が
多
く
、
更
に
、
地
区
内
の
民
間
観
光
施
設
の
駐
車

場
で
は
間
口
の
広
さ
が
十
分
で
な
い
た
め
、
観
光
バ
ス
の

入
出
庫
や
入
れ
替
え
の
際
に
は
道
路
を
塞
が
れ
、
交
通
が

写真 1 ひな祭り時の豆豆土寸捌
い

祭
わ纜田写真 2 ･観光バス進入に

よる交通混雑の様　　
　

馬
子

州



寸
断
さ
れ
る
た
め
に
渋
滞
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
る

(写
真
2
)。

こ
の
た
め
子
供
連
れ
や
高
齢
者
が
安
全
に
歩
行
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
住
民
の
生
活
環
境
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
客
に
と
っ
て
も
快
適
に

ゆ
っ
く
り
と
町
並
み
巡
り
を
楽
し
め
な
い
環
境
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
歩
行
環
境
の
悪
化
は
、
特
に

｢お
ひ
な
ま
つ

り
｣
の
期
間
に
顕
著
で
あ
り
、
以
前
よ
り
地
区
内
外
か
ら

｢
一
方
通
行
｣
等
の
通
行
制
限
の
必
要
性
が
話
題
と
な
っ

て
い
た
。

平
成
一
四
年
に
町
並
み
保
存
対
策
調
査
の
一
環
で
豆
田

地
区
全
世
帯
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(回
収

率
九
0
%
、
回
答
四
七
人
名
)
で
も
、
｢交
通
量
が
増
え

た
｣
｢危
険
で
歩
き
に
く
い
｣
な
ど
の
交
通
上
の
問
題
が
、

豆
田
ら
し
さ
を
失
っ
た
原
因
や
生
活
上
の
問
題
点
と
し
て

多
く
上
げ
ら
れ
お
り
、
住
民
か
ら
は
、
｢観
光
客
の
増
加

に
よ
り
道
が
危
険
に
な
っ
た
｣、
｢駐
車
場
不
足
｣、
｢歩
行

環
境
の
悪
化
｣
な
ど
の
交
通
問
題
が
豆
田
の
魅
力
を
損
な

っ
て
い
る
と
危
惧
す
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

二

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
褻
週
施
策
の
検
討

こ
の
よ
う
な
豆
田
地
区
の
交
通
問
題
と
中
心
市
街
地
の

活
性
化
策
を
踏
ま
え
て
、
平
成
一
四
年
度
に

｢日
田
市
ま

ち
づ
く
り
交
通
計
画
協
議
会
｣
を
設
置
し
て
、
交
通
面
か

ら
中
心
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
施
策
の
検
討
を
行

っ
た

(写
真
3
)。

委
員
は
交
通
事
業
者
、
行
政
機
関
を
は
じ
め
商
工
会
議

所
、
商
店
街
、
観
光
協
会
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
地
域
住

民
、
市
議
会
代
表
及
び
学
識
経
験
者
な
ど
三
○
数
名
で
構

成
し
、
関
係
機
関
調
整
と
意
思
決
定
を
図
っ
た
。
協
議
会

の
下
部
に
ワ
ー
キ
ン
グ
を
組
織
し
、
ま
ち
歩
き
な
ど
の
調

査
を
実
施
し
て
地
域
の
課
題
や
問
題
点
の
整
理
を
行
っ

た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
は
特
に
固
定
せ
ず
に
、
地
域

住
民
や
各
種
団
体
等
か
ら
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
っ

て
意
見
の
集
約
を
図
っ
た
。
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
活
動
の
中

図 3 協議会の様子

　

　
　
　

　　
　

後

難
騨

図

　　
　　　　
　　
　　

で
豆
田
と
並
ぶ
市
の
観
光
拠
点
で
あ
る
隈
地
区
の
温
泉
旅

館
が
所
有
す
る
屋
形
船
を
昼
間
に
も
活
用
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
観
光
資
源
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
と
の
問

題
提
起
も
な
さ
れ
た

(写
真
4
)。

結
果
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
①
豆
田
や
隈
地
区
等
の

歴
史
的
界
隈
に
お
け
る
魅
力
の
向
上
、
②
観
光
拠
点
間
の

相
互
の
交
流
促
進
、
と
整
理
し
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
今
後
掘
り
下
げ
た
議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
社
会
実
験
と
い
う
形
で
施
策
を
試
行
し
、

地
域
住
民
と
観
光
客
が
実
際
に
体
験
し
て
み
る
こ
と
で
検

討
材
料
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
社
会
実
験
メ
ニ
ュ
ー
は

五
種
と
し
、
観
光
の
シ
ー
ズ
ン
の
秋
と
冬
の
二
期
に
分
け

て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(図
2
)。

亘

社
会
実
験
実
施
に
向
け
て

実
験
の
実
施
体
制
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ク
ル
ー
プ
を

｢社

会
実
験
実
行
委
員
会
｣
に
発
展
改
組
し
、
実
行
委
員
が
メ

ニ
ュ
ー
毎
の
部
会
員
と
な
っ
て
準
備
に
あ
た
っ
た
。

実
験
は
、
観
光
地
で
あ
る
と
い
う
特
性
か
ら
、
地
元
住

民
は
も
と
よ
り
遠
方
か
ら
日
田
を
訪
れ
る
観
光
客
や
旅
行

業
者
等
の
協
力
と
内
容
の
周
知
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
旅
館
や
観
光
施
設
の
予
約
状
況
を
確
認
し
て
、
個

別
に
協
力
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
主
な
旅
行
業

者
や
バ
ス
会
社
に
実
験
情
報
を
送
付
し
、協
力
を
求
め
た
。

更
に
市
民
や
来
訪
者
に
実
験
情
報
を
広
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
市
の
広
報
誌
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ホ
ー
ム
ぺ



社会実験の全体概要
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図2 社会実験全体概要図



ー
ジ
を
開
設
し
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
逐
次
実
験
情
報
の
発

信
や
周
知
を
、
ま
た
、
新
聞
･
雑
誌
等
の
マ
ス
コ
ミ
各
社

に
も
協
力
を
得
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。
こ
の
他
に
も
、

各
種
交
通
機
関
や
主
要
な
交
通
結
節
点
及
び
観
光
施
設
に

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ
配
布
を
行
い
事
前
の
周
知
を

図
っ
た
。
中
で
も
、
特
に
豆
田
地
区
の
交
通
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
実
験
は
、
交
通
規
制
に
よ
り
住
民
生
活
に
影
響
を
与
え

る
た
め
、
地
区
住
民
に
対
し
て
個
別
協
議
や
各
戸
に
文
書

を
配
布
し
、
実
験
情
報
の
提
供
や
協
力
要
請
を
行
っ
た
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　“図

(図
3
･
4
)
。

実
験
で
実
施
す
る
豆
田
地
区
の
交
通
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
交
通
規
制
は
必
要

で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
ど
の
よ
う
な
規
制
方
法
が
い
い

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
先
送
り
さ
れ
て
い
た
。
住
民

に
と
っ
て
も
交
通
規
制
は
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
意

見
調
整
は
難
航
を
極
め
た
。

ま
ず
、
豆
田
及
び
周
辺
地
区
の
七
自
治
会
と
二
つ
の
商

店
街
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
が
、
豆
田
地
区
内
と
そ
の

周
辺
地
区
と
で
は
、
交
通
規
制
に
対
す
る
反
応
に
温
度
差

が
見
ら
れ
た
。
周
辺
地
区
に
お
け
る
説
明
会
で
は

｢豆
田

地
区
が
一
方
通
行
や
進
入
規
制
を
行
う
と
周
辺
地
区
の
交

通
量
が
増
大
し
な
い
か
心
配
｣
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
一

方
地
区
内
の
商
業
者
か
ら
は
、
交
通
規
制
に
よ
っ
て
営
業

や
生
活
へ
の
影
響
な
ど
を
懸
念
し
た
抵
抗
の
声
が
あ
が

り
、
一
方
通
行
や
一
般
車
の
進
入
禁
止
で
は
地
元
の
合
意

を
形
成
す
る
の
は
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
種
々
の
意
見

が
出
さ
れ
議
論
し
あ
っ
た
結
果
、
特
に
大
型
バ
ス
の
進
入

が
最
大
の
交
通
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
交
通
規
制

の
方
法
と
し
て
実
行
性
が
あ
る
と
し
て
、
交
通
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
具
体
的
手
法
は
、
大
型
車
を
排
除
す
る
方
法
で
実

験
を
行
う
こ
と
で
一
定
の
了
承
を
得
た
。

四

社
会
実
験
の
概
要
と
結
果

以
下
、
実
施
し
た
主
な
実
験
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
結
果

を
報
告
す
る
o

l

パ
ー
ク
&
シ
ッ
プ
ラ
イ
ド
実
験

屋
形
船
を
活
用
し
た
｢パ
ー
ク
&
シ
ッ
プ
ラ
イ
ド
実
験
｣

は
、
豆
田
地
区
と
同
様
に
狭
縊
な
隈
地
区
の
道
路
へ
の
観

光
バ
ス
の
進
入
抑
制
と
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
の
開
発

を
探
っ
た
も
の
で
、
観
光
バ
ス
を
三
隈
川
の
対
岸
の
仮
設

駐
車
場
に
誘
導
待
機
さ
せ
、
観
光
客
を
屋
形
船
で
各
旅
館

に
送
迎
す
る
と
い
う
手
法
で
行
っ
た
。
船
の
中
で
は
湯
茶

の
サ
ー
ビ
ス
や
観
光
ガ
イ
ド
で
観
光
客
を
も
て
な
し
た
。

二
日
間
で
延
べ
二
八
団
体
、
約
七
五
〇
人
が
利
用
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

｢情
緒
が
あ
り
良
か
っ
た
｣
な
ど

利
用
者
の
評
判
は
極
め
て
高
く
、
添
乗
員
と
バ
ス
運
転
手

か
ら
は
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
で
き
そ
う
だ
と
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。
地
区
住
民
も
通
常
と
比
較
し
て
、
実
験

写真 5 屋形船運航風景



時
の
方
が
歩
き
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
歩
行
環

境
の
改
善
や
新
規
観
光
資
源
と
し
て
の
訴
求
力
は
高
い
結

果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
旅
館
の
人
手
問
題
、
連
行
費
用

な
ど
運
営
面
で
の
課
題
や
、
桟
橋
･
駐
車
場
整
備
な
ど
ハ

ー
ド
面
の
問
題
が
残
っ
た

(写
真
5
、
図
5
)。

2

自
動
車
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
実
験

自
動
車
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
実
験
は
、
豆
田
地
区
の
二
本
の

街
路
へ
の
大
型
車
の
進
入
規
制
を
中
心
に
実
施
し
た
。
二

日
間
で
八
〇
台
の
観
光
バ
ス
を
郊
外
の
駐
車
場
に
誘
導

し
、
観
光
客
に
は
周
辺
部
に
設
け
た
バ
ス
乗
降
場
か
ら
歩

い
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
一
般
車
に
つ
い
て
は
、
案
内
看
板

や
警
備
員
の
配
置
に
よ
り
地
区
周
辺
の
駐
車
場
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
誘
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
区
内
の
渋
滞
を
解

消
し
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
豆
田
の
町
並
み
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
環
境
を
つ
く
っ
た
。

観
光
客
や
住
民
等
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
｢
い
つ
も
よ
り
歩
き
や
す
い
｣
と
感
じ
た
人
が
多
勢

を
占
め
、
観
光
地
と
近
隣
商
業
地
と
い
う
二
つ
の
側
面
を

持
つ
歴
史
的
界
隈
に
お
け
る
交
通
整
理
手
法
と
し
て
、
大

型
車
の
規
制
だ
け
で
も
歩
行
環
境
の
改
善
に
大
き
な
効
果

を
も
っ
て
い
る
と
い
う
検
証
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
実
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
実
施
を
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　　　

　
　
　
　　
　　
　　
　
　
　

.

.

そ
･
･
.
･

図 5 屋形船運航概要図
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す
る
規
制
内
容
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
商
業
者
か
ら
は
規

制
そ
の
も
の
に
否
定
的
な
意
見
が
多
い
結
果
と
な
っ
て
い

る

(写
真
6
、
図
6
1
8
)
。

こ
の
他
に
各
駐
車
場
か
ら
観
光
拠
点
を
連
絡
し
観
光
客

の
回
避
促
進
を
図
っ
た
拠
点
連
絡
バ
ス
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
実
験
に
お
い
て
も
利
用
者
の
半
数
が
豆
田
と
隈
地
区

を
回
遊
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き

る
こ
と
が
わ
か
っ
た

(写
真
7
、
8
)
。

から蔓壽
謙

図 6 今後の豆田地区での交通規制について
(地域住民アンケート)
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図 7 期限付き交通規制の内容 (地域住民アンケート)

豆田地区 16.0%
　　

　
　
　

　

わからない ^ 実施して欲
　 　　 　

　　　
　

　　　　

　 　　 　　よい "

' ＼~22%

図 8 ･豆田に何らかの規制を実施する場△の

ご̂

ま
〕
〉
ゞ
＼

^
^

＼

…場

　
　
　

　　
　
　
　
　
　

　
　

　

　

　　
　

　　
　
　

　
　

　

　

　
　

　
　
　　
　
　　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、胸

し
れ

･
“
‐ ＼

、1
＼

ゞ

“
施

　

　
　

　

　　

　
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　　
　
　
　意見 (商業者アンケート)

,もで
V

る

“
ら
れ
翳

　

　
　
　
　

　

　

　
　

　　　 　　
な‐どちらでも
　 　 　　

　　
　　
　　
　　　
　

離
＼べき
後歛
さ
さ
る祭
た
^

れ翼漱
ぎ姿
むき
忌
まささ

　
　　
　
　　
　
　

こぎ
漱
ぎ
さむ狡

写真 8 一般車輌駐車場情報表示看板 写真 7 レンタサイクル貸出の様子



重

富
民
協
働
で
取
り
組
ん
楚
襲
驗

今
回
の
社
会
実
験
の
特
徴
は
、
メ
ニ
ュ
ー
が
多
岐
に
わ

た
り
、秋
と
冬
の
二
期
に
分
け
て
の
実
施
で
あ
っ
た
た
め
、

非
常
に
多
く
の
地
域
関
係
者
が
長
い
期
間
、
準
備
に
直
接

又
は
間
接
的
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
実
験
当

日
の
運
営
に
も
秋
冬
あ
わ
せ
て
延
べ
八
〇
〇
名
も
の
ス
タ

ッ
フ
が
参
加
し
た
。実
験
ス
タ
ッ
フ
は
一
般
か
ら
募
集
し
、

地
元
住
民
を
は
じ
め
と
し
て
、
実
行
委
員
の
所
属
す
る
関

係
各
機
関
や
団
体
な
ど
か
ら
多
く
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
を
頂
い
た
。

実
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
八
五

･
七
%
の
ス

タ
ッ
フ
が
、
実
験
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
回
答
し
、
実

験
を
契
機
に

｢日
田
の
こ
と
が
再
認
識
で
き
た
｣
と
、
故

郷
の
良
さ
悪
さ
も
再
認
識
す
る
機
会
に
な
っ
た
こ
と
が
伺

え
る
。
ま
た
、
地
域
に
お
い
て
も
、
商
業
者
、
住
民
と
も

に
以
前
よ
り
交
通
問
題
に
対
す
る
意
識
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
今
回
の
実
験
が
地
域
の
問
題
に
関
心
を
深
め
る
契
機

と
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る

(写
真
9
･
m
)。

穴

令
畿
の
願
組
み

｢パ
ー
ク
&
シ
ッ
プ
ラ
イ
ド
｣
は
、
新
規
観
光
資
源
と

し
て
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
が
、
今
回
の
実
験
で
運
航
す

　
　　 　

　　　　　　　　　　 　　
　　　 　　　

　　　　　　　
　

写真10 観光客への情報提供

る
た
め
の
多
く
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
、
旅

館
組
合
は
イ
ベ
ン
ト
等
で
試
行
し
た
い
と
し
て
お
り
、
官

民
の
役
割
分
担
で
一
つ
ず
つ
課
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
旅
館
で
は
係
留
し
た
船
の

昼
間
の
活
用
と
し
て
、
水
辺
を
散
策
す
る
観
光
客
や
市
民

の
休
憩
所
等
と
し
て
の
開
放
を
予
定
し
て
い
る
。

豆
田
地
区
の

｢自
動
車
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
実
験
｣
に
お
い

て
は
、
大
型
車
の
進
入
抑
制
が
歩
行
環
境
の
改
善
に
一
定

の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
が
、
交
通
規
制
の

本
格
導
入
に
は
商
業
や
生
活
の
面
で
多
く
の
影
響
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
住
民
や
商
業
者
の
合
意
形
成
に
は
今
後
も
多

大
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
現
在
、
豆
田
地
区
は
、
よ
り
質
の
高
い
町
並
み
形
成

を
目
指
し
、
住
民
の
合
意
に
よ
り

｢伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
｣
の
地
区
指
定
が
な
さ
れ
、
町
並
み
保
存
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
伝
統
的
な
町
並
み
の

保
全
と
併
せ
て
町
本
来
の
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
実
現
す

る
た
め
、
今
回
の
社
会
実
験
で
得
た
デ
ー
タ
を
活
か
し
、

｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
｣
計
画
に
よ
り
、
道
路
の
霊
雫
蚫

柱
化
、
美
装
化
な
ど
歩
行
環
境
の
改
善
を
図
る
予
定
で
あ

る
。今

後
は
、
実
験
で
得
た
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

た
め
、
実
験
の
感
動
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
継
続
的

な
実
践
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
o

“ 道イマセ 2004.8

写真 9 スタッフによる交通量調査



『圓
稟
衝
週

鰤
る
い
せ
に
護
構
う
檄
薦
鬮
』

構
穢
稟
臟
◎
榊
蠣
に
つ
い
て

枚
方
市
土
木
部
土
木
総
務
課

　
　
　
　
　

枚
方
市
は
、
大
阪
府
の
北
東
部
、
京
都
と
大
阪
の
中
間

に
位
置
し
、
人
口
四
○
万
人
、
面
積
六
五
幅
の
北
河
内
地

域
の
中
核
的
な
都
市
で
あ
る

(図
1
)。

｢歴
史
街
道
枚
方
宿
｣
で
は
、
東
海
道
五
六
番
目
の
宿

場
町
と
し
て
、
歴
史
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
が
、
幹
線
道
路
の
渋
滞
を
避
け
て
流
れ
込
む
通

過
交
通
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、地
元
住
民
の
協
力
の
も
と
、

歩
行
者
に
主
眼
を
置
い
た
道
路
整
備
や
交
通
規
制
の
見
直

し
な
ど
に
よ
る
通
過
交
通
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
、
身
近
な
道
路
か
ら
通
過
交
通
を
排
除
し
て
、

｢ク
ル
マ
｣
中
心
か
ら

｢ひ
と
｣
中
心
へ
と
い
う
、
国
土

交
通
省
の
施
策
で
あ
る

｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
｣
の
地

区
登
録
を
受
け
て
、
交
通
規
制
に
よ
り
通
過
交
通
を
排
除

し
た
、
快
適
で
安
全
な
道
路
空
間
に
お
い
て
賑
わ
い
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
地
区
の
活
性
化
を
目
指
し
た
社
会
実
験

を
行
っ
た

(図
2
)。

ま
た
、
地
域
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
為

の
継
続
的
な
収
益
確
保
方
策
で
あ
る

｢枚
方
宿
ま
ち
づ
く

り
基
金
｣
を
試
行
･
検
証
し
た
。

実
験
期
間
…

平
成
一
五
年
一
一
月
一
日

(土
)
~
七
日

(金
)

各
日
七
時
~
一
九
時

実
施
主
体
"

枚
方
宿
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

枚
方
市

枚
方
宿
の
交
通
量
"

三
、
四
〇
〇
台
/
12
h

(H
物
枚
方
市
調
査
)
(写
真

1
)
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図 2 くらしのみちゾーンエリア及び交通規制

枚
方
宿
の
道
路
幅
員
…

四
~
六
m
(2
/
3
一
方
通
行
)

京
都
守
口
線
の
交
通
量
"

二
三
、
二
一
一
台
/
物
h

(H
u
交
通
セ
ン
サ
ス
)

(写
真
2
)

写真 2 (主)京都守口線の交通
渋滞

写真 1 枚方宿の様子

三

宿
場
町
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

｢自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
｣
と
し
て
、

地
域
の
自
治
会
、
商
店
会
、
関
係
団
体
な
ど
の
参
加
に
よ

り
、
個
性
的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
組
織

と
し
て
、
平
成
三
一年
六
月
に
自
治
会
や
商
店
会
、
商
工

会
議
所
な
ど
か
ら
な
る

｢枚
方
宿
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
｣
を
設
立
し
、
宿
場
町
と
し
て
の
歴
史
資
源
を
活
用
し

た
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
進
め
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し
て
、
地
区
の
建
築
物
の

高
さ
や
色
彩
、
デ
ザ
イ
ン
を
制
限
し
、
ま
ち
な
み
環
境
の

形
成
と
維
持
･
向
上
を
目
指
す

｢枚
方
宿
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
定
｣
を
締
結
し
た
。
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諺

枚
方
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

旧
枚
方
宿
の
寺
社
や
町
並
み
を
は
じ
め
、
市
内
の

様
々
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
枚
方
市
文
化
観
光
協
会
主
催
の
養
成
講
座

を
終
了
し
た
三
〇
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
料
は
無
料
。
五
人
以
上
で
、
一
○
目
前
ま

で
に
協
会
事
務
局
へ
事
前
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
、
枚

方
宿
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。



ま
た
、
街
道
の
歴
史
的
景
観
を
保
全

･
整
備
し
て
い
く

た
め
に
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
と
し
て
、
町
屋
の
修
景

助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

亘

社
会
実
験
の
齪
嚢

交
通
規
制
に
よ
り
創
出
し
た
道
路
空
間
を
活
用
し
て
、

か
つ
て
人
や
物
が
集
ま
り
交
流
し
て
い
た
枚
方
宿
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
枚
方
宿
街
道
菊
花

祭
や
人
力
車
体
験
、
市
内
留
学
生
や
学
生
た
ち
に
よ
る
、

着
物
着
付
け
体
験
、
地
元
商
店
会
の
協
賛
に
よ
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
、
小
中
学
生
に
よ
る
枚
方
宿
写
生
大
会
を
開
催

し
安
全
な
道
路
空
間
を
体
感
す
る
な
ど
の

｢に
ぎ
わ
い
イ

ベ
ン
ト
｣
を
行
っ
た

(写
真
3
)。

◎
枚
方
宿
の
歩
行
者
･自
転
車
交
通
量
比
較

平
常
時
…
-
、
一
六
二
人

実
験
中
…
二
、
五
一
六
八

(約
二
倍
増
)

1

枚
方
宿
ま
ち
づ
く
り
基
金

道
路
空
間
を
活
用
し
た
賑
わ
い
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
確
保

し
た
収
益
を
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
還
元
す
る

｢枚
方
宿

ま
ち
づ
く
り
基
金
｣
が
、
継
続
的
な
収
益
確
保
方
策
で
と

し
て
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
た
。

結
果
、
収
支
面
か
ら
は
事
業
効
果
は
期
待
で
き
な
か
っ

た
が
、
住
民
や
、
来
街
者
か
ら
は
満
足
度
が
高
く
、
歴
史

街
道
枚
方
宿
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
、
確
実
な
資
金
確
保
と
し
て
、
協
議
会
の
活
動
に
賛

同
す
る
会
員

(個
人
･
法
人
)
を
募
集
し
、
そ
の
会
費
を

も
っ
て
基
金
を
継
続
し
て
い
く
。

主要地方道 ･京都守口線
交通量23･211台ノー2h 混雑度 1,94

な
錘
讓
穢
構.

写真 3 にぎわいイベントの様子

京街道 通過交通3,310台/12 h

住民との合意形成を促進

P安心･全なi齪各空間の創閾

loにぎわいイベンNこよる地域の油性囮

樽継続的な収益確保方策の検証

まちづくり協議会の取り組み

腫史資源の活劇

陀民協動の取り組到

図 3 社会実験のイメージ



匡自力会員として参画 ]

会費 □ 合 情報

[枚方宿地区 ]　　　　　　　　

経費 □ 令 収益

[ イベントの開催 ]
サ‐ビス □ 合 対価

t 一般参加者 ]

　　

　

す
ま
ち

うブ

《̂
こ
り

.基
髪
金
"
こ
げ
孕

図4 まちづくり基金の仕組み

まちづく

り活動に

まちづくり協議会
ふまちおミレ部会
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

のにぎわいイベントの開催

･まちづくりニュースの発行などの広報活動

まち花
づ

･住民主体による街道周辺の緑化
･ガーデニングイベントの開催

連携

N P O 枚方文化観光協会
ボランティアガイ ドの派遣

調
査
票
を
配
布
し
、
郵
送
に
よ
る
回
収
。
配
布
総
数
は

三
六
五
通
、
回
答
数
は
一
七
八
通
、
回
収
率
は
四
九
%
。

○
交
通
規
制
に
つ
い
て
の
感
想

(図
5
)

来
街
者
及
び
住
民
と
も

｢歩
き
や
す
か
っ
た
｣
が
、
全

体
の
五
割
~
七
割
程
度
を
占
め
て
い
る
。

住
民
は
、
｢自
転
車
の
利
用
｣
｢騒
音
の
減
少
｣
等
、
生

活
環
境
面
か
ら
の
満
足
度
が
高
い
。

○
交
通
規
制
の
今
後
の
意
向

･
要
望

(図
6
)

来
街
者
及
び
住
民
と
も

｢今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
｣

居 来 2
住 イ 街
者 ン 者 ア
ア タ ア ン
ン ビ ン ケ
ケ ユ ケ ー
I 1 1 ト
ト ク ト 旨

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式

(二
九
三
人
)
(写
真
4
)

1 ト
ト 調
. 査

歩きやすかった

自転車など利用しやすかった

車の騒音が減った

空気がきれいになった

子どもへの心配が減った

道ばたで話をしやすくなった

不便だった

訪れる人が減った

なんとも感じなかった

わからない

その他

不明

図 5 交通規制の感想
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図 6 今後の交通規制について

写真 4 来街者アンケート

が
最
も
多
く
、
全
体
の
六
割
程
度
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
｢通
行
止
め
と
は
違
う
方
法
で
の
交
通
規
制
｣

を
合
わ
せ
る
と
、
約
七
割
が
通
過
交
通
の
排
除
を
希
望

し
て
い
る
。

3

交
通
影
響
調
査

平
常
時
と
実
験
中
の
利
用
交
通
量
を
比
較
す
る
と
、
全

体
的
に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
交
通
規
制
を
実
施
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、地
区
内
の
交
通
量
は
相
変
わ
ら
ず
多
い
。

特
に
通
行
止
め
区
間
の
北
側
に
あ
る
代
替
道
路
の
交
通
量

は
、
九
倍
に
な
っ
た

(表
1
、
写
真
5
)
。

表
交通量 平常時 実験中 増 減 ‐

車両通行止め 鯏 48 居住者の交通

代替道路 178 臟 加蝋倍総
彌 繃 鵬 妙鰡̂

通過速度 第 妙 鮒稠

四

こ
れ
か
ら
の
械
方
宿

社
会
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
交
通
問
題
や
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
い
て
、
施
策
の
実
現
に
む
け
て
、
地
区
の
道

路
整
備
や
地
元
住
民
と
の
合
意
形
成
を
目
指
す
。

1

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
い
て

○
に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト
の
定
着

地
域
主
体
に
よ
る
道
路
空
間
を
活
用
し
た
街
道
菊
花

祭
を
継
続
し
て
開
催
す
る
。

○
ま
ち
づ
く
り
基
金
の
拡
充

地
域
住
民
や
企
業
、
関
係
団
体
な
ど
に
協
議
会
の
活

動
に
支
援
い
た
だ
く
賛
助
会
員
を
募
集
す
る
。

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
の

制
作
や
管
理
な
ど
を
行
い
街
道
美
化
と
ま
ち
の
魅
力
づ



史
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
、
品
格
の
あ
る

｢ま
ち
｣
を
形
成

し
て
い
く
。

く
り
を
目
指
す
。

テン 鬘 .‐なぜか
＼※妻妾箋 ~ ‐

〕 ‘熟 議鯵

｣ - ＼＼ペミゞ‐--′-
---- -

2

交
通
流
動
に
つ
い
て

○
当
地
区
の
交
通
規
制
方
法
の
検
討

社
会
実
験
で
施
策
を
体
感
し
た
住
民
と
共
に
、
地
区

全
体
の
交
通
規
制
を
見
直
し
、
歩
行
者
に
主
眼
を
置
い

た
歩
車
共
存
の
道
路
整
備
や
一
方
通
行
な
ど
の
交
通
規

制
の
見
直
し
進
め
て
い
く
。

○
主
京
都
守
口
線
の
機
能
強
化

枚
方
宿
か
ら
通
過
交
通
が
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
交

通
量
が
増
加
す
る
主
京
都
守
口
線
の
機
能
強
化
を
行
う

と
と
も
に
、
能
動
的
に
通
過
交
通
が
幹
線
道
路
へ
転
換

す
る
取
組
み
を
実
施
す
る
。

　　　
　　

縱
　　
　
　

図 7 枚方宿の整備イメージ

3

枚
方
宿
の
将
来
像

枚
方
市
は
、
｢歴
史
と
文
化
が
薫
る
、
川
に
開
か
れ
た

ま
ち
｣
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
、
枚
方
市
駅
周
辺
を
京
阪

奈
の
中
心
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
い
ま
ち
に
す
る
た

め
、
都
市
の
に
ぎ
わ
い

(枚
方
市
駅
)
と
と
も
に
豊
か
な

歴
史
文
化

(枚
方
宿
)
と
自
然
の
恵
み

(淀
川
)
が
調
和

し
た
一
体
的
な
整
備
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

主
京
都
守
口
線
に
隣
接
す
る
高
度
医
療
施
設
の
整
備
や

淀
川
舟
運
の
復
活
な
ど
と
共
に
四
〇
万
人
都
市
の
中
心
部

に
お
け
る
身
近
な
歴
史
資
源
で
あ
る
歴
史
街
道
枚
方
宿
を

活
用
し
て
、
人
が
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
ま
ち
へ
の
愛
着

を
共
有
し
あ
う
た
め
、
枚
方
宿
の
賑
わ
い
を
と
り
戻
し
歴



圓
圓
圓
纖
軍
戚
醐踵
箪
鷹
糧
食
稟
験
結
累
と
り
ま
と
め

淺鞠
圓
圓
鬮
圓
圓
圓
圓
圓
圓
圓
圓
圓
“

璽
纖
蔀
衝
鱸
に
魅
麺
と
賑
わ
い
症
鰔
◎
稾
そ
う

;
福
島
市
中
心
市
街
地
活
性
化
に
関
す
る
社
会
実
験
に
つ
い
て
5

社
会
実
験
実
行
委
員
会
事
務
局
長

渡
邊

あ
ゆ
美

E

は
じ
め
幅

多
く
の
地
方
都
市
と
同
様
に
、
福
島
市
に
お
い
て
も
モ

ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
う
郊
外
地
域
へ
の
商
業

機
能
の
流
出
が
著
し
く
、
中
心
市
街
地
の
活
力
の
停
滞
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対

応
す
る
た
め
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
の
取

組
み
と
し
て
、
路
上
駐
車
に
よ
る
慢
性
的
な
渋
滞
対
策
、

安
心
し
て
歩
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
の
形
成
を
目
的

と
し
て
、
国
土
交
通
省
に
よ
っ
て
平
和
通
り
地
下
駐
車
場

の
整
備
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
中
心
市
街
地
に
人
が
訪
れ
る

た
め
に
必
要
な
受
け
皿
と
し
て
の
駐
車
場
の
整
備
は
徐
々

に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
中
心
市
街

地
活
性
化
の
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
の
施
策

が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
社
会
実
験
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
市

を
迅
速
に
と
り
ま
と
め
、
そ
の
反
省
点
な
ど
を
翌
週
末
の

民
の
声
を
体
系
的
に
整
理
し
た
上
で
、
国
土
交
通
省
福
島

社
会
実
験
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
毎
週
、
社
会
実
験
実

河
川
国
道
事
務
所
や
福
島
市
、
福
島
商
工
会
議
所
等
、
関

行
委
員
会

(委
員
長
"福
島
大
学
鈴
木
浩
教
授
)
の
事
務

糸
機
関
多
数
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
街
な
か
に
集
積
し
て

局
会
議
を
開
催
す
る
と
い
う
対
応
を
図
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　 　
写真 1 街なか広場での社会実験の様子 た

河
川
国
道
事
務
所
や
福
島
市
、
福
島
商
工
会
議
所
等
、
関

係
機
関
多
数
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
街
な
か
に
集
積
し
て

い
る
駐
車
場
や
街
な
か
広
場
等
の
既
存
の
都
市
空
間
･
都

市
施
設
を
活
か
し
つ
つ
、
福
島
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の

た
め
に
、
①
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
い
人
と
、
イ
ベ
ン
ト

を
見
に
来
る
人
を
ま
ち
な
か
に
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る

か
?

②
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
可
能
か
?

の
二
つ
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

実
施
箇
所
は
街
な
か
広
場
を
中
心
と
す
る
中
心
市
街

地
、
実
施
期
間
は
平
成
一
五
年
一
〇
月
一
九
日
~
一
二
月

三
一
日
の
一
〇
週
間
の
週
末
で
す

(写
真
-
)。
な
お
、

一
〇
週
に
わ
た
る
実
験
期
間
中
、
週
末
の
社
会
実
験
結
果



二

葉
轡
の
た
め
の
四
つ
の
嚢
園

社
会
実
験
は
、
そ
れ
を
通
し
て
市
民
の
声

･
反
応
を
集

め
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
大
切
な
の
は
、
あ
く

ま
で
も
そ
の
後
の
本
格
的
･
恒
常
的
な
施
策
実
施
に
向
け

て
の
試
行
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
、
社
会
実
験
の
実
験
施
策
の
抽
出
に
あ
た
っ
て
は
、

前
述
し
た
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
中
心
市
街
地
に
対
す

る
市
民
の
声
を
、
《集
客
》
と
い
う
観
点
に
基
づ
く

｢交

通
｣
｢情
報
｣
｢魅
力
｣
｢ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
｣
の
四
つ
の

要
因
を
切
り
口
と
し
て
集
約

･
分
析
す
る
こ
と
で
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
市
民
の
期
待

(ニ
ー
ズ
)
を

明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
組
み
立
て
を

行
い
ま
し
た

(図
1
)。
ま
た
併
せ
て
、
施
策
の
評
価
と

市
民
意
向
を
把
握
す
る
た
め
の
四
つ
の
調
査
を
実
施
し
ま

し
た

(図
2
)
。

車

裏
験
施
策
の
評
価

-

交
通

5
来
街
の
抵
抗
と
な
っ
て
い
る
駐
車
料
金

中
心
市
街
地
で
の
駐
車
料
金
が
来
街
に
抵
抗
を
感
じ
さ

せ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮

定
の
も
と
に
、
社
会
実
験
で
は
意
向
調
査
へ
の
回
答
と
引

き
換
え
に
一
時
間
の
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
を
配
布
し
ま
し

た き 定
o 換 の

た逢
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
の
配
布
に
つ
い
て
、
意
向
調
査
で
は

鹸
圏
濶
剛
囲鬮
鴎
蠕馴剛一蹴
鬮剛
錨
譲
調
M鯛
讐璧
鬱

来
街
者
の
八
割
が

｢満
足
｣
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
実
施
者
の

l 簾磨のための4つの瓣園 l
l 交 通 量 情 報 騙I 魅 力 榊 ボスピタ庁イ 鬮

> 街なか広場において、
U米高

　 　 　　 　
奮意向調査の回答者に、
1時間分の駐車サービス券

を配布9 " ~ ぐち
“配布実績~ 6 8 1組 ( t組 =

3 0分擬料麩2枚) き

> イベント肉函および社会

実験内容の積極的な
　 　 　 　
PRを裏施した9

》来街者意向調査等の中で
　 　
P R の効案を把握。

笋街なか広麗へのイベント

語数と、 イベントの企 .
{画 ･実施の変畿を実施。
》街ほか広場に全天候型大

型テント、オープンカ

モ フエを設営。

　 　 　　　　　　　 　　　　 　　
券地域ぐるみでの街なか活

く性化に向けて、立場を超

えた閣僚書による纏纖に
くくくくより社会実験を纏営。

図 1 実験施策との4つの要因の関係

一 に 鞭 の醇錮と中心南 韓化に対す番帯覊あ飜 癰鍵翻す蘂鰓歩霧

>歩行者通行鬘、駐車場利用状況などを調査することで、,社会裏醗の築喜効果を把握した。また、来街苞、イベント参加 協力者、
街ほかの事嚢者を輯象としてアンケート調査を行い、実験施策の評価と中態市街地活性化への市民の意向を把握した.

＼ 〉""!
K ＼

＼
-^ 〆̂

から社会実験による

　　
　

　

①歩行者通行量②駐車場利用状況③違法駐(停)車状況の調査から社会実験による集客効果を把握。 、

き
き ゞべそ な しグンゼ‘

広場にてアンケート調査を実施し、各実験施策の評価と来“

　 　 　　　 　 　
　　　

　　 　
　 　 　

　 　　　　　　
　 　　　 　

　 　

者にアンケート調査を実施し、イベント支援施策の評価およ
　　　　　 　　　　　　　 　 　 　　 　 　

　　 　　　
　　
　
　 　　　 　　

　　 　

毎週日曜日に街なか広場にてアンケート調査を実施し、各実験施策の評価と来街者の意向を把握。

イベント参加 ･協力者にアンケート調査を実施し、イベント支援施策の評価および課題を抽出。
さゞま穹湧“盛でぞ》なに超 / ÷‐γ sン‘;

姦
し K '

〆 毯 をh r 略~ も

　　　　　　　　
　

　 　 　　　　 　　 　　　 　　　 　 　

街なかの事業者にアンケート調査を実施し、本社会実験が街なかでの事業に及ぼした影響を把握。
＼ん ン ゞ ℃“メゲ /-′々 ~ 〆'ちヘダ - ラノギヌき表 ,ンですミメなさくき,

> 乍 0 週間の実験期間中、 来街者意向調査の調査結果を毎週ことに速報として取りまとめを実施。
(※その他の調査についても、調査実施後に速報として取りまとめを実施。 )

◇ 調査結案の速報を、毎週の社会実験実行委員会の事務局会議にはかることで、 調査結果を継続

する実験へ適切にフィードバック。

図 2 社会実験の効果把握のための4つの調査

28 う首垳〒セ 2004 R

　　　　　
　　
　

の意向を把握。

　

　
　
　
　
　



八
割
が
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
に

｢効
果
が
あ
っ
た
｣
と
回
答

し
て
お
り
、
実
際
に
来
街
し
た
人
の
評
価
は
高
い
も
の
で

し
た

(図
3
)。

中
心
市
街
地
へ
の
要
望
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
位

は
商
品
･
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
し
た
が
、
次
い
で
、
駐
車

料
金
の
低
廉
化
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
約
五
割
の
人
々
が

望
ん
で
お
り
、
や
は
り
駐
車
料
金
の
負
担
が
来
街
の
抵
抗

と
な
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

2

情
報

,
情
報
の
継
続
的
発
信

図 3 意向調査に見る駐車サービス券に対する要望

地
元
新
聞
社
二
紙
へ
の
三
回
に
わ
た
る
折
り
込
み
チ
ラ

シ
、
新
聞
報
道
や
T
V
報
道
等
の
マ
ス
コ
ミ
の
協
力
、
立

て
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
、
""
-P
R
チ
ラ
シ
の
配
布
等
様
々

な
広
報
手
段
を
通
じ
て
、
社
会
実
験
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
元
の

F
M
局
の
協
力
も
得
て
週
末
の
金
曜
日
の
夕
方
に
放
送
枠

を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
が
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
と
な
っ
て
広
報
活
動
を
継
続
的
に
展
開
い
た
し
ま

し
た
。
継
続
的
に
情
報
発
信
し
つ
づ
け
た
こ
と
で
実
験
期

間
を
通
じ
て
次
第
に
認
知
度
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た

(図

4
)。
ま
た
、
多
様
な
情
報
発
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
中
で
も
、

と
り
わ
け

｢
口
コ
ミ
｣
が
集
客
に
高
い
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
意
向
調
査
か
ら
読
み
取
れ
た
こ
と
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
に
お
け
る

｢草
の
根
的
情

報
発
信
展
開
｣
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
で
し
た
。

社
会
実
験
の
告
知
と
と
も
に
、
情
報
発
信
の
も
う
一
つ

の
使
命
で
あ
っ
た
街
な
か
広
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
告

知
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
の
事
業
者
の
八
割
が
継
続

的
な
情
報
発
信
を
望
ん
で
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
中
心

市
街
地
へ
の
集
客
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
結
果
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
卸
卸
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60
関
知
幻
幻
m
o

　
　

　　
　

　　
　

　
　

　　
　

　　
　

　　 　　
　

　　
　

　
　　

図 4 社会実験に対する認知度の変化
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3

魅
力

;
街
な
か
を
演
出
す
る
イ
ベ
ン
ト

社
会
実
験
期
間
の
後
半
に
は
会
場
で
あ
る
ま
ち
な
か
広

場
に
大
型
テ
ン
ト
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
設
置
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
風
雪
を
防
い
だ
り
、
暖
か
い
飲
食
物
を

提
供
す
る
役
割
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
型
テ
ン
ト
に

つ
い
て
は

｢雨
や
風
を
防
げ
る
｣
(五
四
%
)
に
つ
づ
き

脂車料金の低醇化 194 縣 難 [蝋 醒 郷イベント開催 髄 443% 盤 40
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もがキレズ もご然菟ぢ添橋がとき ＼ ＼

｢遠
く
か
ら
で
も
目
立
つ
｣
(三
一
%
)
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、
ワ
ン
コ

イ
ン
で
楽
し
め
る
こ
と
に
加
え
て
空
間
へ
の
出
入
り
が
自

由
だ
っ
た
た
め
か
、
利
用
に
あ
た
っ
て
の

｢気
軽
さ
｣

(五
九
%
)
が
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
両
者
と
も
に
多
様

な
機
能
を
持
つ
設
備
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
福

島
中
心
市
街
地
に
新
た
な
魅
力
を
創
り
出
し
た
と
み
な
す

こ
と
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す

(写
真
2

･
3
)
。

イ
ベ
ン
ト
実
施
者
に
対
し
て
行
っ
た
意
向
調
査
か
ら

は
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
環
境
づ
く
り
に
関
す
る
要
望
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
意
向
か
ら
、
①
天
候
に
左

右
さ
れ
な
い
空
間
の
充
実
、
②
駐
車
料
金
が
来
街
者
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
な
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
配
布
、
③
地
元

商
店
街
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、
④
個
人
で
も
飛
び
入
り
の
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
の
四
つ
が
重
点
的
施
策
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
空
間
づ
く
り
や
機
器
の
充
実
、
広
報
支
援
、
手
続
き
の

簡
素
化
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
者
や
協
力
者
間
の
交
流
の
場
づ

く
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
と
い
っ
た
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

写真3 オープンカフェ

　　

　
　　

　　

¥

プ

4

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
｢交
通
｣
｢情
報
｣
｢魅

力
｣
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

大
切
な
こ
と
で
す
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
、
街
な
か
に

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
街
を
訪
れ
る

人
び
と
を
も
て
な
す
気
持
ち
、
す
な
わ
ち

｢ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
｣
が
な
く
て
は
、
訪
れ
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
よ
い

街
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

福
島
中
心
市
街
地
勉
強
会
か
ら
始
ま
っ
た
今
回
の
組
織

は
、
立
場
を
超
え
た
関
係
者
が
集
い

｢草
の
根
的
｣
な
活

動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
が
寄
り

集
ま
り
、
こ
う
し
た
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

施
策
実
施
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
ぐ
る
み
で
街
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
気
運
が
盛
り

上
が
っ
て
く
る
こ
と
こ
そ
が
、
今
後
の
街
な
か
活
性
化
に

と
っ
て
な
に
よ
り
必
要
な
こ
と
な
の
だ
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。團

縮
な
か
の
声
を
令
畿
の
鏑
づ
く
り
に

最
後
に
集
客
の
た
め
の
四
つ
の
要
因
に
沿
っ
て
今
後
の

方
向
性
を
展
望
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

(図
5
)。

｢交
通
｣
に
つ
い
て
は
、
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
を
配
布
す

る
な
ど
、
街
な
か
に
人
が
訪
れ
や
す
く
な
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
駐
車

サ
ー
ビ
ス
券
を
配
布
す
る
際
に
、
利
用
者
が
街
な
か
を
回

遊
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
、
サ
ー
ビ
ス
券

の
費
用
分
担
な
ど
運
営
シ
ス
テ
ム
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
な

ど
が
肝
要
で
す
。

｢情
報
｣
に
つ
い
て
は
、
情
報
発
信
を
単
発
で
終
わ
ら

せ
る
の
で
は
な
く
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

効
果
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
打
ち
上
げ
花
火
も
、
単
発
で

は
な
く
次
々
と
上
が
る
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
人
を
惹
き
つ

け
る
の
で
す
か
ら
。

｢魅
力
｣
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
社
会
実
験
の
舞
台
と
な

っ
た
街
な
か
広
場
の
求
心
性
を
高
め
る
こ
と
と
、
そ
こ
を

中
心
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
を
街
な
か
全
体
へ
と
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魅力づくりの継続的取組み

交通抵抗の軽減施策 (駐車サー

ビス券) の継続的取組み

　 　　 　　　

情報発信の継続的取組み

l街なか広場の求心性の向上 猴 かの全体演出への波及 .空間的広がり

情報公開とフィードバック~風評テロリストの□封じ

費用分担も含めた駐車サービス券配布のための運営システムづくり

より効果的なPRと情報発信内容の充実

駐車サー

波
及
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
充
実
や
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
者
同

士
の
交
流
･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
、
よ
り
イ
ベ
ン
ト

の
効
果
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
つ
の
要
因
で
あ
る
、
｢交
通
｣
｢情
報
｣
｢魅
力
｣
を

下
支
え
す
る

｢ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
｣
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
む
姿
勢
と
相
補
い
合
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
街

を
よ
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
多
く
の
人
に
訪
れ
て

ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
重
な
り
合
う
と
き
、
そ
こ
に
街

な
か
に
魅
力
と
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
道
が
切
り
開
か
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
社
会
実
験
で
は
、
以
上
の
こ
と
を
実
現
す
る
た

め
に
、
実
施
に
向
け
て

｢街
な
か
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(仮
称
)｣
を
設
立
し
、
人
材
･
資
源
を
初
め
と
す
る
活
性

化
に
関
す
る
情
報
を
一
元
管
理
す
る
と
と
も
に
積
極
的
に

発
信
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
イ
ベ

ン
ト
や
憩
い
空
間
創
出
の
た
め
に
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
と

と
も
に
、
複
数
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
も
行
う

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

開
始
か
ら
提
言
ま
で
お
よ
そ
半
年
に
わ
た
っ
た
社
会
実

験
で
は
多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
市
民
の
皆
さ
ん
、
関
係
機
関
の
方
々
と
こ
の
社
会
実

験
で
得
ら
れ
た
事
を
元
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

づくり

　　　　　　　　　　　

地域くるみでのホスピタリティ
展開

燐 『交通 獅 翻 『魅力』の底辺を下支えする『ホスピタリティ』の展開

図 5 今後の方向性

ビール
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戚
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稟
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果
と
り
ま
こ
め

嚢
圓
圓
鬮
圓
圓
圓
圓
鬮

圓

圓

人
と
鷹
榊
に
や
種
し
い
都
心
藥
週
◎
稟
灘
に
向
け
て

札
幌
市
企
画
調
整
局
都
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

蠕

は
じ
め
に

札
幌
市
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
も
相
ま

っ
て
、
急
速
な
人
口
増
加
と
市
街
地
の
拡
大
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
に
過
度
に
依
存
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
へ
の
懸
念
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
多
様
な
都
市
活
動

を
支
え
る
新
し
い
時
代
の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
早
期
実
現
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
都
心
部
は
、
札
幌
市
の
顔
と
し
て
、
市
民
の
み
な

ら
ず
観
光
客
な
ど
来
街
者
の
た
め
に
も
、
快
適
な
歩
行
環

境
と
円
滑
な
自
動
車
交
通
を
共
に
実
現
し
、
魅
力
的
で
活

力
あ
る
都
心
再
生
の
た
め
の
交
通
施
策
の
展
開
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
都
心
交
通
計
画
で
は
、
｢人
と
環
境
を
重
視

し
た
新
し
い
時
代
の
都
心
交
通
の
実
現
｣
と

｢都
心
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
交
通
施
策
の
推
進
｣
を
計
画
の
理
念
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

社
会
実
験
を
継
続
的
に
行
っ
て
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り

交
通
施
策
の
検
証
を
進
め
な
が
ら
、
計
画
の
継
続
的
改
善

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二

都
心
変
通
の
課
題
と
都
心
変
通
計
画
の
策

定
①

都
心
部
の
自
動
車
交
通
量
の
約
三
割

(約
一
〇
万

台
)
が
都
心
に
目
的
の
な
い
通
過
交
通
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
交
通
が
都
心
部
の
交
通
混
雑
を
増
幅
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②

都
心
部
に
お
け
る
自
動
車
交
通
量
は
横
ば
い
の
傾

向
で
す
が
、
旅
行
速
度
は
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
路
上
駐
車
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

③

路
上
駐
車
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
均
駐
車
時
間

は
三
〇
分
を
超
え
て
い
ま
す
。
都
心
部
全
体
で
駐
車

容
量
は
需
要
量
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
駐
車
需
要

の
多
い
と
こ
ろ
で
は
局
所
的
に
混
雑
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

④

荷
さ
ば
き
の
九
割
が
路
上
で
行
わ
れ
、
五
分
以
上

の
駐
車
も
約
六
割
あ
り
ま
す
。

⑤

都
心
部
の
自
転
車
利
用
は
急
増
し
て
お
り
、
歩
行

車
と
自
転
車
の
錯
綜
な
ど
交
通
安
全
上
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
自
転
車
利
用
者
の
約
七

割
は
歩
道
上
に
駐
輪
し
て
お
り
、
歩
行
者
の
交
通
を

阻
害
し
て
い
る
ほ
か
、
景
観
を
損
な
う
な
ど
、
そ
の

状
況
は
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

⑥

冬
期
間
は
路
面
状
況
の
悪
化
や
堆
雪
に
よ
る
道
路



幅
員
の
減
少
が
大
き
な
要
因
と
な
り
交
通
渋
滞
が
都

心
の
ほ
ぼ
全
域
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

都
心
交
通
計
画
で
は
、
概
ね
二
〇
年
間
に
実
施
が
望
ま

れ
る
交
通
施
策
の
方
向
性
と
、
概
ね
一
0
年
間
で
、
都
心

部
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
交
通
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

実
現
可
能
な
交
通
施
策
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

三

平
成
一
五
年
度
社
会
実
験

平
成
一
五
年
度
は
、都
心
交
通
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

各
施
策
の
実
現
性
や
課
題
の
抽
出
を
行
い
、
そ
の
効
果
の

検
証
を
目
的
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
社
会
実
験
を
行
い
ま

し
た
。

①

重
点
ゾ
ー
ン
社
会
実
験

(平
成
一
五
年
一
〇
月
二

三
日

(木
)
~
二
九
日

(水
))

②

都
心
荷
さ
ば
き
シ
ス
テ
ム
複
合
実
験

(平
成
一
五

年
一
〇
月
一
日

(水
)
~
三

月
一
四
日

(金
))

③

街
路
空
間
の
魅
力
づ
く
り
実
験

(平
成
一
五
年
一

0
月
二
三
日

(木
)
~
三

月
二
二
日

(土
))

四

重
点
ゾ
ー
ン
社
会
実
験

1

実
験
概
要

都
心
交
通
計
画
で
は
、
快
適
な
歩
行
環
境
と
円
滑
な
自

動
車
交
通
を
共
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
都
心
の
道
路
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
の
機
能
分
類
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の

求
め
ら
れ
る
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
道
路
網
全
体

と
し
て
交
通
機
能
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

ア
ク
セ
ス
機
能
重
視
道
路
で
は
、
四
車
線
↓
二
車
線
に

こ
で
、
都
心
部
の
道
路
機
能
を
、
車
両
の
走
行
空
間
と
し

車
道
を
狭
め
て
、
両
側
に
荷
さ
ば
き

･
タ
ク
シ
ー
･
一
般

て
の
機
能

｢ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
機
能
｣
と
沿
道
建
物
の
出
入

車
の
停
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た

(写
真
1
･
2
)。

り
と
歩
行
空
間
と
し
て
の
機
能

｢ア
ク
セ
ス
機
能
｣
に
分

西
二
丁
目
線
の
一
部
に
は
テ
ラ
ス
型
の
バ
ス
停
も
設
置
し

て
の
機
能

｢ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
機
能
｣
と
沿
道
建
物
の
出
入

り
と
歩
行
空
間
と
し
て
の
機
能

｢ア
ク
セ
ス
機
能
｣
に
分

け
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
都
心
道
路
の
機
能
分
類
の
実
証
実
験
と
し
て
、

｢重
点
ゾ
ー
ン
社
会
実
験
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。
都
心
部

に
お
い
て
比
較
的
交
通
量
が
多
く
、
沿
道
に
商
業
施
設
が

集
積
し
て
い
る
、
南
一
条
地
区

(重
点
ゾ
ー
ン
)
を
対
象

に
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
地
区
内
の
幹
線
道
路
で

あ
る
、
南
一
条
通
と
西
二
丁
目
線
を
ア
ク
セ
ス
機
能
重
視

道
路
、
そ
の
周
辺
の
大
通
、
創
成
川
通
、
南
二
条
線
、
西

三
丁
目
線
を
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
機
能
重
視
道
路
と
し
て
道
路

機
能
の
分
類
を
行
い
ま
し
た

(図
1
)。
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き　

圏荷さばき薙鶴タクシー , 一般車

実験エリア駐停車 (南1条通、西2丁目線) (台)

圏荷さばき彰詠も蝨タクシー 一般車

外周道路駐停車

ま
し
た
。
ま
た
南
一
条
通
で
は
、
停
車
ス
ペ
ー
ス
と
歩
道

と
の
間
に
自
転
車
の
走
行
レ
ー
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
一

方
外
周
道
路
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
機
能
重
視
道
路
で
は
、
円

滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
駐
停
車
抑
制
の
啓
発
を
行

い
ま
し
た
。

2

実
験
結
果

都
心
道
路
を
機
能
分
類

(ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
機
能
、
ア
ク

セ
ス
機
能
)
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
約
八
割
の
方
が
賛
成

し
ま
し
た
。
自
転
車
通
行
レ
ー
ン
へ
の
誘
導
や
歩
道
上
で

の
自
転
車
の
手
押
し
の
啓
発
に
よ
り
、
歩
行
者
と
自
転
車

の
錯
綜
が
減
少
し
、
歩
行
者
の
安
全
性
が
向
上
し
ま
し
た

(写
真
3
･
4
)。

実
験
エ
リ
ア
内

(ア
ク
セ
ス
機
能
重
視
道
路
)
に
お
い

て
荷
さ
ば
き
や
タ
ク
シ
ー
の
駐
車
場
所
を
指
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
駐
停
車

(特
に
一
般
車
)
が
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た

(図
2
)
。

外
周
道
路

(ト
ラ
フ
ッ
ク
機
能
重
視
道
路
)
に
お
い
て

も
、
駐
停
車
の
抑
制
の
啓
発
に
よ
り
、
駐
停
車
が
減
少
し

ま
し
た

(図
3
)。
こ
の
外
周
道
路
の
駐
停
車
抑
制
は
約

九
割
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
賛
同
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ラ
ス
型
バ
ス
停
に
よ
る
広
い
バ
ス
乗
り
場
の
設
置
な

ど
に
対
す
る
利
用
者
の
満
足
度
は
高
く
、
バ
ス
停
の
環
境

改
善
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　　図　　図
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※82 % がリピーター。
また、3社はほぼ毎日利用。

1社 (9.1

霞

翻
心
橋
盡
ば
轡
シ
ス
テ
ム
構
舎
裏
顫

都
心
部
で
は
路
上
で
の
荷
さ
ば
き
が
恒
常
化
し
て
お

り
、
交
通
混
雑
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
都
心
交
通
計

画
で
は
、
こ
の
荷
さ
ば
き
対
策
と
し
て
、
路
外
の
荷
さ
ば

き
施
設
の
整
備
や
荷
受
側
の
納
品
ル
ー
ル
化
な
ど
の
交
通

施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
荷
さ
ば
き
対
策
の
実
証
実

験
と
し
て
、
①
路
外
共
同
荷
さ
ば
き
駐
車
場
、
②
">
-デ

ポ
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
、
③
荷
受
側
の
取
組
み
な
ど
、
三
つ

の
社
会
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　　　真写

1

路
外
共
同
荷
さ
ば
き
駐
車
場

民
間
の
青
空
駐
車
場
を
荷
さ
ば
き
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
借
用
し
、
荷
さ
ば
き
車
に
無
料
で
開
放
し
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
は
、
利
用
は
一
日
平
均
五
台
で
、
駐
車
一
回
当

た
り
の
荷
さ
ば
き
回
数
は
、
路
外
駐
車
場
を
利
用
し
た
場

合
の
方
が
路
上
駐
車
し
た
場
合
よ
り
も
多
く
、
荷
さ
ば
き

が
集
約
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
路
外
駐
車
場
を
利
用

し
た
会
社
は
、
繰
り
返
し
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
使
い

や
す
さ
や
今
後
の
利
用
意
向
に
つ
い
て
も
高
い
評
価
で
し

た

(写
真
5
、
図
4
)。

2

ミ
ニ
デ
ポ
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

ビ
ル
の
空
き
室
を
借
り
上
げ
て
、
中
継
デ
ポ
(保
管
所
)

と
し
、
そ
こ
か
ら
手
押
し
車
な
ど
に
よ
っ
て
配
送
し
ま
し

た
。

数査

4

調

図

結
果
と
し
て
は
配
送
エ
リ
ア
内
で
運
行
す
る
荷
さ
ば
き

車
両
は
、
実
験
前
に
比
べ
て
、
連
行
時
間
･
駐
車
回
数
と

も
に
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た

(図
5
･
6
)。
ま
た
運
送

事
業
者
も
ト
ラ
ッ
ク
で
の
配
送
に
比
べ
て
柔
軟
に
配
送
す

○̂稲
お

%路
へ

蘂.逡
:
;
:
:

凝総虱
議
了
箋
:

套

親
閲
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月力　nHu行
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にJ図
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中
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る
こ
と
が
で
き
、
効
率
化
を
評
価
し
ま
し
た

(写
真
6
,

8
)
0

3

荷
受
側
の
取
組
み

路
上
荷
さ
ば
き
の
削
減
や
効
率
化
を
図
る
た
め
、
納
品

の
集
約
、
時
間
指
定
の
緩
和
、
集
配
回
数
の
削
減
、
納
品

【調査日】;実施前/9月26日、実施中/11月14日
【調査数】:実施前/240台、実施中/176台

場
所
の
集
約
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
地
元
商
業
者
は
、三
つ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

参
加
者
の
概
ね
五
割
が
実
施
し
た
ほ
か
、
新
た
に
実
施
し

た
項
目
に
つ
い
て
も
、
五
割
以
上
が
今
後
も
続
け
る
意
向

を
示
し
ま
し
た
。
実
験
前
は
荷
さ
ば
き
が
集
中
す
る
時
間

帯
と
少
な
い
時
間
帯
で
の
荷
さ
ば
き
車
台
数
の
格
差
が
大

き
く
あ
り
ま
し
た
が
、
実
験
中
は
そ
の
格
差
が
減
少
し
、

平
準
化
し
ま
し
た

(図
7
)。

穴

街
路
空
間
の
魅
力
づ
く
り
糧
会
裏
験

1

実
験
の
概
要

近
年
、
都
心
部
の
自
転
車
利
用
が
急
増
し
、
歩
道
上
の

駐
輪
や
利
用
者
の
マ
ナ
ー
低
下
に
よ
っ
て
、
歩
行
者
の
交

通
障
害
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
良
好
な
都
市
景
観
を
損

な
う
な
ど
、
そ
の
状
況
は
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

(写
真
9
)。
そ
こ
で
、
歩
行
上
の
自
転
車
対
策
や
歩
行
空

間
の
演
出
な
ど
に
よ
り
、
｢人
が
安
心
安
全
に
楽
し
み
な

が
ら
歩
け
る
ス
ト
リ
ー
ト
｣
の
実
現
を
、
市
民
･
地
元
商

店
街
･
行
政
が
協
働
で
行
い
、
道
路
空
間
の
維
持
管
理
及

び
活
用
を
行
う
取
組
み
の
実
現
可
能
性
や
課
題
を
検
証
し

ま
し
た
。

①

商
店
街
と
行
政
に
よ
る
自
転
車
対
策
と
し
て
、
駐

輪
自
転
車
の
整
理
と
自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
の
啓
発
を

行
い
ま
し
た

(写
真
中
)。

②

市
民
参
加
型
の
道
路
空
間
活
用
と
し
て
、
ピ
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス

(路
上
配
電
盤
)
を
利
用
し
た
絵
画
展
示

36 道イテセ 2004,8
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と
歩
道
上
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た

(写
真

=
)。

2

結
果

実
験
前
は
自
転
車
が
歩
道
上
に
乱
雑
に
と
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
実
験
中
は
自
転
車
を
整
理
し
た
こ
と
に
よ
り

安
全
な
歩
行
空
間
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
朝
十

時
に
は
歩
道
上
に
多
く
の
自
転
車
が
並
び
、
そ
の
ほ
と
ん

社会実験の必要性
(六商店街:実験中99人)

その他0 %

社会実験の印象
(六商店街:実験中99人)

　

　
　
　

　
　
　

　

¥印
9

図 8 地元商業者に聞く社会実験の印象と必要性

ど
は
、
通
勤
者
に
よ
る
長
時
間
駐
輪
と
考
え
ら
れ
、
実
験

前
と
実
験
中
で
は
駐
輸
の
台
数
に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

地
元
商
業
者
か
ら
は
、
実
験
の
取
組
み
が
安
心
安
全
な

歩
行
環
境
づ
く
り
に
必
要
な
取
組
み
で
あ
る
こ
と
を
強
く

感
じ
、
そ
の
効
果
や
本
格
化
に
向
け
た
継
続
実
施
に
つ
い

て
一
定
の
評
価
を
し
て
い
ま
す

(図
8
)。

艦

諺
わ
り
に

こ
れ
ら
の
社
会
実
験
の
実
施
は
、
都
心
交
通
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
っ
た
ほ
か
、
市
民
や

地
元
商
店
街
へ
P
R
が
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
地
元
商

店
街
で
は
、
路
上
駐
輪
対
策
と
し
て
、
従
業
員
の
自
転
車

通
勤
の
禁
止
を
呼
び
か
け
た
り
、
商
業
者
に
よ
る
駐
輪
の

整
理

(ア
ダ
プ
ト
)
が
は
じ
め
る
な
ど
、
今
回
の
実
験
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
既
に
具
体
的
な
取
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
社
会
実
験
を

実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
約
九
割
の
市
民
が
賛
成
し
て

お
り
、
高
い
賛
同
率
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
後
の
都
心
交
通
計
画
の
施
策
展
開
を
進
め
る
た
め
に

は
、
こ
う
し
た
社
会
実
験
の
継
続
と
市
民
評
価
の
把
握
な

ど
を
行
っ
て
、
適
宜
計
画
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

｢人
と
環
境
に
配
慮
し
た
都
心
交
通
｣
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

道行セ 2004.8 3 7
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鬮
圓
圓
皺雛
繋
威
囲謳
年
鷹
構
翁
藁
験
繍
黒
と
◎
ま
と
め

雙
圓
圓
鬮
圓
圓
圓
鬮
鬮
圓
圓
鬮
鬮

簡
霧
字
マ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と

情
榊
礎
僕
に
よ
る
玄
関
鬮
バ
ス
運
行
実
験

豊
田
市
都
市
整
備
部
交
通
政
策
課
主
査

清
水

智
哉

嬬

嚢
験
の
背
景

本
市
に
お
け
る
市
民
の
移
動
手
段
は
、
六
四
%
が
自
動

車
で
あ
り
、
公
共
交
通
の
利
用
は
、
鉄
道
が
六
%
、
バ
ス

は
一
%
に
過
ぎ
ず
、
中
心
市
街
地
を
中
心
に
慢
性
的
な
道

路
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
交
通
利
用
者
は

減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
相
次
ぐ
バ
ス
路
線
の
撤
退
に
よ

り
、
現
在
の
バ
ス
路
線
数
は
ピ
ー
ク
時
の
1
/
4
以
下
に

減
少
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
公
共
交
通
空
白
地
域
が
拡

大
し
、
公
共
施
設
や
病
院
、
商
業
施
設
が
立
地
し
て
い
る

中
心
市
街
地
で
さ
え
も
、
高
齢
者
等
の
移
動
困
難
者
の
移

動
が
不
便
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
う
け
、
本
市
で
は
、
移
動
困
難
者

が
、
中
心
市
街
地
の
公
共
施
設
や
病
院
、
商
業
施
設
へ
気

軽
に
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
｢中
心
市
街
地
玄
関
口
バ

ス
｣
を
平
成
一
四
年
六
月
か
ら
連
行
し
、
移
動
困
難
者
の

外
出
支
援
と
、
そ
れ
に
伴
う
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

い
る
。

こ
の
バ
ス
は
、
交
通
量
の
多
い
中
心
市
街
地
を
走
行
す

る
こ
と
か
ら
、
道
路
上
で
の
バ
ス
の
停
車
や
利
用
者
の
道

路
横
断
が
、
交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
の
原
因
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、
延
長
二
如
の
路
線
に
あ
る
六
箇
所
の
バ
ス
停
の

う
ち
三
箇
所
を
施
設
の

｢玄
関
口
｣
に
設
置
し
て
い
る
。

現
在
、
一
日
当
た
り
の
利
用
者
数
は
約
三
〇
〇
人
で
、

｢安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
｣
と
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
方
々
に
大
変
喜
ば
れ
お
り
、
利
用
は
増
加
傾
向
に
あ

る
o一

方
、
バ
ス
が
施
設
の
玄
関
口
へ
常
に
乗
入
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
右
折
の
多
発
や
、
施
設
内
で
の
他
の
自
動

車
と
の
交
錯
に
よ
り
、
走
行
時
間
の

｢遅
れ
｣
が
問
題
化

　み
“

1 玄関口へ乗入れるバス

　
　
　

写

牧



し
て
い
た
が
、
昨
年
三
一月
に
導
入
し
た
簡
易
デ
マ
ン
ド

ス
連
行
を
図
る
た
め
、
既
存
の
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
バ
ス
の
遅
れ
解
消
に
一
定
の
効
果
を

(市
役
所
設
置

と
情
枝

、内
反
を
運
功
さ

、

ゞ

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
平
成
一
四
年
一
一
月
か

ら
三
一月
に
実
施
し
た
利
用
実
態
調
査
で
は
、
利
用
者
の

八
0
%
が
連
行
内
容
に
満
足
し
て
い
た
が
、
バ
ス
の
付
加

価
値
と
し
て
、
位
置
情
報
等
の
バ
ス
連
行
に
係
る
情
報
提

供
を
望
む
回
答
が
多
く
得
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
な
る
定
時

性
の
確
保
と
、
バ
ス
の
定
時
連
行
と
利
用
者
へ
の
情
報
提

供
の
実
現
に
向
け
て
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
I
T
S
技
術

を
取
り
入
れ
た
実
験
を
実
施
し
た
。

三

実
験
の
概
要

の

実
験
期
間

二
〇
〇
四
年
一
月
~
三
月

㈱

実
験
の
特
徴

①
渋
滞
の
多
い
中
心
市
街
地
に
お
け
る
バ
ス
の
定
時
性

を
確
保
す
る
た
め
、
利
用
玄
関
口
バ
ス
の
市
役
所
･

加
茂
病
院
に
利
用
希
望
に
よ
り
バ
ス
停
に
立
ち
寄
る

新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

②
利
用
者
の
安
心
感

･
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

玄
関
口
バ
ス
の
主
要
バ
ス
停

酋
旦田
市
駅
西
口
･
市

役
所
･
加
茂
病
院
)
に
情
報
案
内
板
を
設
置
し
、
バ

ス
の
現
在
位
置
情
報
と
鉄
道
乗
り
継
ぎ
案
内
を
提
供

す
る
。

③
利
用
者
の
安
心
感
･
利
便
性
の
向
上
と
効
率
的
な
バ

(市
役
所
設
置
)
と
情
報
案
内
板
を
連
動
さ
せ
、
バ

ス
の
接
近
情
報
を
音
声
と
画
像
で
情
報
案
内
板
か
ら

提
供
す
る
。

④
効
率
的
な
バ
ス
運
行
を
図
る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
シ
ス

テ
ム
の
高
度
化
に
よ
り
運
転
手
の
シ
ス
テ
ム
操
作
に

係
る
作
業
量
の
軽
減
す
る
。

③

シ
ス
テ
ム
の
概
要

本
シ
ス
テ
ム
は
、
高
度
化
し
た
新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム

と
、新
規
に
開
発
し
た
位
置
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
、

情
報
案
内
板
よ
る
情
報
提
供
が
主
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
昨
年
ま
で
の
簡
易
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
で
は
、
微
弱

無
線
を
使
用
し
た
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
年

度
は
、
G
P
S
と
パ
ケ
ッ
ト
通
信
を
活
用
し
、
位
置
管
理

シ
ス
テ
ム
と
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の

一
体
化
を
実
現
し

た
。
両
シ
ス
テ
ム
の

一
体
化
に
あ
た

っ
て
は
、
.新
た
に

｢
P
C
バ
ス
停
｣
を
開
発
し
、
こ
の
P
C
バ
ス
停
を
活
用

し
て
、
バ
ス
の
位
置
情
報
提
供
や
鉄
道
時
刻
案
内
、
新
デ

マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の
管
理
等
を
行
う

｢情
報
案
内
板
｣
を

設
置
し
た
。

①
新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の
運
用
イ
メ
ー
ジ

A

運
転
手
が
路
線
出
発
時
に
、
車
載
機
の
連
行
開
始

ボ
タ
ン
を
押
下
す
る
と
、
車
載
機
か
ら
の

｢バ
ス
の

上
り
･
下
り
情
報
｣
が
、
セ
ン
タ
ー
P
C

(位
置
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
中
央
情
報
処
理
機
)
を
経
由
し

て
P
C
バ
ス
停
へ
通
達
さ
れ
る
。
P
C
バ
ス
停
は
こ

図 1 路線図とシステム設置箇所

　　　　　 　　　　　

れ
を
受
け
て
制
御
装
置
に
上
り

･
下
り
情
報
を
通
知

す
る
。

B

利
用
者
が
、
行
き
先
方
面
の
呼
び
出
し
ボ
タ
ン
を

押
下
す
る
と
、呼
出
表
示
灯
が
点
灯
す
る
と
と
も
に
、

無
線
通
信
に
よ
り
、
バ
ス
路
線
上
に
設
置
さ
れ
た
、

行
き
先
方
面
の
バ
ス
呼
び
出
し
回
転
灯
が
点
灯
す

る
。
こ
の
呼
び
出
し
情
報
は
、
呼
出
ボ
タ
ン
か
ら
制

御
装
置
を
経
由
し
て
P
C
バ
ス
停
に
通
知
さ
れ
る
。

C

P
C
バ
ス
停
は
、
通
常
時
は
、
バ
ス
停
ご
と
に
車

載
機
か
ら
発
信
さ
れ
る
位
置
情
報
を
も
と
に
、
情
報

案
内
板
に
バ
ス
の
現
在
位
置
情
報
を
出
力
し
て
い
る

が
、
呼
出
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
た
場
合
の
み
、
バ
ス
接

近
案
内
を
画
像
と
立呈
戸
に
て
出
力
す
る
。

D

バ
ス
が
バ
ス
停
に
到
着
し
、
乗
降
の
た
め
に
バ
ス

の
ド
ア
を
開
く
と
、
バ
ス
の
扉
の
開
閉
と
連
動
し
、

ド
ア
に
取
り
付
け
ら
れ
た
無
線
機
が
呼
出
解
除
信
号



を
制
御
装
置
に
発
信
す
る
。
制
御
装
置
は
こ
の
信
号

を
受
け
て
、
バ
ス
停
表
示
灯
、
及
び
呼
び
出
し
回
転

灯
を
消
灯
さ
せ
る
。
ま
た
、
こ
の
ド
ア
の
呼
出
解
除

信
号
は
P
C
バ
ス
停
に
通
知
さ
れ
、
情
報
案
内
板
の

接
近
案
内
を
元
の
バ
ス
の
現
在
位
置
表
示
に
戻
す
。

②
情
報
案
内
板
の
運
用
イ
メ
ー
ジ

A

運
転
手
が
、
連
行
開
始
時
に
車
載
機
の
連
行
開
始

ボ
タ
ン
を
押
下
す
る
と
、
運
行
中
、
連
行
ル
ー
ト
上

の
定
点
を
通
過
す
る
ご
と
に
、
定
点
通
過
情
報
が
、

継-ナ、ソ

G
P
S
と
パ
ケ
ッ
ト
通
信
に
よ
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
P

ド

C
へ
送
信
さ
れ
る
o

沙　　

B

セ
ン
タ
ー
P
C
は
、
定
点
通
過
情
報
を
集
中
管
理

新

し
、
バ
ス
現
在
地
情
報
と
し
て
主
要
バ
ス
停
の
P
C

バ
ス
停
へ
と
パ
ケ
ッ
ト
通
信
に
て
送
信
す
る
。

C

P
C
バ
ス
停
は
、
セ
ン
タ
ー
P
C
か
ら
送
信
さ
れ

要

た
バ
ス
現
在
地
情
報
を
図
式
化
し
、
情
報
案
内
板
に

鍋

出
力
す
る
。

ム

D

情
報
案
内
板
に
は

図
式
化
さ
れ
た
バ
ス
現
在
地

轆

情
報
と
あ
わ
せ
て
、
P
C
バ
ス
停
に
標
準
装
備
し
て

ド

あ
る
夕
ィ
マ
ー

時
計
機
能
)
を
も
と
に
･

現
在
時

の

弘

刻
と
連
動
し
た
鉄
道
時
刻
案
内
を
出
力
さ
れ
る
o

靜
轢取

※

情
報
案
内
板
と
新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
P

C
バ
ス
停
を
介
し
て
連
携
し
て
い
る
。
P
C
バ
ス

停
は
、
セ
ン
タ
ー
P
C
か
ら
の

｢路
線
上
り
下
り

情
報
｣
と
、
各
バ
ス
停
の
呼
出
ボ
タ
ン
の
押
下
情
報

が
合
致
し
た
場
合
の
み
、
｢バ
ス
の
接
近
案
内
｣
を

位置情報表示 接近表示

11鸚111 M m1 111覊1亀判 劉蹴

報
報
ト

脩
情
ッ

ら
り
過
ケ

か
下
通
パ

機
･点

　
　

図 3 加茂病院に設置した情報案内板
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モ
ニ
タ
ー
に
表
示
す
る
。

表 1 平日休日別加茂病院立寄 ･通過別の片道所要時間の平均と標準偏差

=M′
上 は

ノ下
日平 日休 日平 日休

院
り競

落
加
立

院病茂
過

加
通

院
り蠣加立 院病茂

過
加
通

院
り

篇
梼

加
立

院病茂
過

加
通

院
り競

落
加
立

院病茂
週

加
速

平均(分) 9
.
56 8

.
85 10

.
06 鱒 彌 総 鱒 鰤標準偏差 1

.
59 1

.
41 1

.
29 鮒 贓 弼 祕 能

三

新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
案
験
の
結

果
◎

バ
ス
走
行
実
態
調
査

市
役
所
の
み
に
簡
易
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た

昨
年
度
と
比
較
し
た
場
合
、片
道
所
要
時
間
に
つ
い
て
は
、

加
茂
病
院
を
通
過
す
る
時
は
、

平
均
で
三
〇
秒
ほ
ど
短
縮
で

き
た
。
ま
た
、
片
道
所
要
時

間
の
標
準
偏
差

(所
要
時
間

の
ば
ら
つ
き
)
に
つ
い
て
も
、

加
茂
病
院
を
通
過
す
る
時
は

低
下
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
り
、
バ
ス
の
所
要
時

間
が
短
縮
さ
れ
、
安
定
し
た

定
時
連
行
の
実
現
に
近
づ
い

た
と
い
え
る
。

②

運
転
手
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
運
転
手
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
に
よ
り
、
｢無
駄
な
乗
り
入

れ
が
な
く
な
り
、
合
理
的

･

効
果
的
な
連
行
が
可
能
に
な

っ
た
｣
、
｢
ゆ
と
り
の
あ
る
運

転
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
｣
等
の
意
見
が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
が
バ
ス
の
定
時
･
安
定

連
行
に
寄
与
し
た
こ
と
に
加
え
、
機
能
の
高
度
化
に
よ
る

運
転
作
業
量
の
低
下
が
要
因
と
思
わ
れ
る
。
旧
シ
ス
テ
ム

で
は
、
微
弱
無
線
の
み
を
使
用
し
て
い
た
た
め
、
運
転
手

が
リ
モ
コ
ン
の
ボ
タ
ン
操
作
に
よ
っ
て
無
線
の
送
信
作
業

を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
G
P
S

と
微
弱
無
線
の
併
用
シ
ス
テ
ム
に
高
度
化
し
た
。
こ
の
結

果
、
運
転
手
の
送
信
作
業
が
不
要
と
な
り
、
運
転
手
が
一

層
運
転
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
安
全
運
転
の
面

か
ら
も
、
新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
は
効
果
が
あ
っ
た
と
い

え
る
。

③

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

バ
ス
利
用
者
の
八
七
%
が
、
新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
に

対
し
て
肯
定
的
に
と
ら
え
て
お
り
、
昨
年
度
の
七
三
%
か

ら
満
足
度
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
特
に
、
｢と
て
も

便
利
｣
と
感
じ
て
い
る
利
用
者
も
、
昨
年
度
の
四
五
%
か

ら
六
七
%
と
非
常
に
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今

年
度
か
ら
利
用
者
が
多
く
、
ま
た
周
辺
道
路
の
混
雑
す
る

加
茂
病
院
に
も
新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
利
用
者
が
実
際
に
新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ

ム
を
体
験
し
、
ま
た
そ
の
効
果
を
体
感
で
き
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
い
評
価
の
背
景
と
し
て
、
利
用

の
多
い
高
齢
者
に
配
慮
し
、
ボ
タ
ン
の
形
状
を
押
し
や
す

い
も
の
に
し
た
こ
と
や
、
接
近
表
示
の
画
面
を
、
高
齢
者

が
認
識
し
や
す
い
色

･
文
字
の
大
き
さ
に
し
、
接
近
表
示

内側 : H 14年度 (N = 149)
M貝耽 H 15年度 (N 二月7)

て
利
ち
く
要

こ

と
便
ど
な
不

鰡

鬮
□
□
□
□

テ

-

ス5 新デマンドシステムに対する評価の比較
(H 14年度は市役所のみに設置)
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mド

を
音
声
に
て
提
供
し
た
こ
と
も
、
新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム

の
高
い
評
価
に
つ
な
が
っ
た
と
分
析
さ
れ
る
。

四

情
報
案
内
板
の
導
入
実
験
の
結
果

の

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

情
報
案
内
板
で
提
供
し
た
情
報
内
容

(バ
ス
現
在
地
情

報
･
鉄
道
時
刻
案
内

･
バ
ス
接
近
表
示
)
に
対
し
て
、
全

体
の
約
八
0
%
が
満
足
又
は
ま
あ
満
足
と
回
答
し
て
お

り
、
非
常
に
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
度

調
査
を
踏
ま
え
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
情
報
を
、
利

用
者
が
わ
か
り
や
す
い
シ
ン
プ
ル
な
形
態
で
提
供
し
た
こ

と
が
要
因
と
分
析
で
き
る
。
特
に
、
複
数
の
情
報
を
ひ
と

いよ
い

利

も
よ

便

で
も

も

ら
て



つ
の
画
面
で
提
供
す
る
た
め
に
、
情
報
提
供
用
の
モ
ニ
タ

ー
を
四
二
イ
ン
チ
の
大
画
面
に
し
、
バ
ス
位
置
情
報
を
中

心
に

｢み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
｣
画
面
と
な
る
よ
う

に
配
慮
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
分
析
さ
れ
る
。

ま
た
、
バ
ス
の
現
在
地
情
報
に
対
す
る
評
価
が
高
か
っ

た
背
景
に
は
、
バ
ス
特
有
の

｢バ
ス
を
待
つ
不
安
感
｣
の

解
消
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
る
。
バ
ス
の
現
在
地
を
、
利
用

者
が
直
接
目
で
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で

時
刻
表
と
時
計
だ
け
が
頼
り
で
あ
っ
た
利
用
者
に
と
っ

て
、
バ
ス
に
対
す
る
情
報
が
ひ
と
つ
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
バ
ス
に
係
る
情
報
の
追
加
は
、
利
用
者
の
バ
ス
に
係

る
不
安
を
ひ
と
つ
除
く
こ
と
に
な
り
、
高
齢
者
を
中
心
と

し
た
情
報
案
内
板
へ
の
高
評
価
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
分
析

で
き
る
。

浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
本
バ
ス
の
連
行

目
的
に
ひ
と
つ
で
あ
る
市
街
地
の
活
性
化
に
、
本
シ
ス
テ

ム
が
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
と
し
て
評
価
で

き
る
。
さ
ら
に
、
運
転
手
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
は
、

新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
運
転
作
業
量
の
低
下
が
、

バ
ス
の
安
全
な
連
行
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
、
バ
ス
の
安
全
連
行
に
寄
与
す
る

デ
ー
タ
と
し
て
評
価
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
、
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
形
で
、
G
P
S
等
の
I
T
S
技
術
を
活
用

し
て
高
度
化
し
た
結
果
、
バ
ス
の
効
率
的
連
行
に
つ
な
が

り
、
利
用
者

･
運
転
手
双
方
か
ら
高
い
評
価
を
得
ら
れ
た

本
実
験
は
、
バ
ス
の
運
行
目
的
で
あ
る
移
動
困
難
者
の
外

出
支
援
と
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、

大
い
に
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

バス現在位置情報 (N = ぞ‐ ね - 、 轡 7‐5
閣9B5

‐ I I -/レー
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図 6 情報案内板による利用者満足度
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五

藁
験
の
総
括

今
年
度
導
入
し
た
新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
と
情
報
案
内

板
は
、
バ
ス
の
定
時
連
行
と
利
用
者
利
便
性
の
両
面
に
お

い
て
、
大
き
な
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
両
シ
ス

テ
ム
の
導
入
は
、利
用
者
数
の
増
加
に
も
寄
与
し
て
お
り
、

現
在
の
利
用
者
数
は
、
当
初
見
込
み
の
約
一
･
七
倍
と
高

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、

昨
年
度
よ
り
も
満
足
度
が
大
幅
に
上
昇
し
て
お
り
、
バ
ス

が
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
利
用
者
か
ら
の
支
持
を

得
て
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
機
関
と
し
て
定
着
し
て

き
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
利
用
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
は
、
利

用
者
の
新
た
な
傾
向
と
し
て
、
情
報
案
内
板
に
て
提
供
し

て
い
る
鉄
道
時
刻
案
内
が
、
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性

の
向
上
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
時
刻
を
も
と
に
し
た
、
駅
周

辺
の
商
業
施
設
で
買
い
物

(回
遊
性
)
の
創
出
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
実

験
で
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
が
、
様
々
な
形
態
で
利
用
者
に

満

不

足
あ
通
あ

満
ま
普
ま

図 7 玄関バスに対する満足度の比較

29 % 37 % 鬮とても便利
口便利
□どちらでもよい
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穴

今
後
の
展
開

本
市
で
は
、
平
成
エ
ハ年
三
月
に
、
自
動
車
を
利
用
で

き
な
い
高
齢
者
や
学
生
、
主
婦
等
が
安
全
で
安
心
し
て
移

動
で
き
る
｢ひ
と

･
ま
ち

･
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
社
会
｣

を
実
現
す
る
た
め
に
、
｢豊
田
市
生
活
交
通
確
保
基
本
計

画
｣
を
策
定
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
利
用
促
進
策
と
し

て
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ

ム
等
を
全
市
的
に
展
開
し
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
。今

回
の
実
験
に
お
い
て
も
、
同
計
画
の
施
行
を
視
野
に

入
れ
、
玄
関
口
バ
ス
利
用
者
に
対
し
て
、
バ
ス
に
係
る
情

報
提
供
媒
体
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大

I I
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型
モ
ニ
タ
ー
等
を
活
用
し
た
情
報
提
供
に
対
す
る
ニ
1
ズ

が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
今
回
の
実
験
で
導

入
し
た
情
報
案
内
板
が
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い

た
こ
と
を
改
め
て
示
す
デ
ー
タ
で
あ
り
、
バ
ス
利
用
者
が
、

｢操
作
が
簡
単
で
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
｣
を
望
ん

で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
開
発

す
る
上
で
重
要
に
な
る
の
は
、
｢
い
か
に
わ
か
り
や
す
く

情
報
を
伝
え
る
か
｣
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
技
術

と
し
て
難
解
な
I
T
S
技
術
を
、
バ
ス
利
用
者
の
大
半
を

占
め
る
高
齢
者
等
の
情
報
機
器
に
疎
い
層
に
対
し
て
、
い

か
に
わ
か
り
や
す
い
形
態
に
加
工
し
て
、
提
供
す
る
か
が

鍵
と
な
る
。

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
本
実
験
に
お
け

る
シ
ス
テ
ム
開
発
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
情
報
を
、
利
用
者
に
と
っ
て
分

か
り
や
す
い
媒
体
･
方
法
で
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
検

討
･
開
発
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
新
た
に
開
発
し
た
シ

ス
テ
ム
を
,

市
民
が
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
積
極
的

に
P
R
し
、
市
民
が
高
度
な
技
術
を
簡
単
に
体
感
で
き
る

土
壌
を
整
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。



　
　
　　
　　
　

今
年
度
の
重
点
施
策
は
、
当
面
す
る
課
題
に
対
応
す
る

施
策
を
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
ポ
ン
チ
絵
形
式
に
よ
り
、

去
る
七
月
三
0
日
に
公
表
さ
れ
た

(耳
君
"
"
"
鶏
員
言市
o･

"
汗
扇
げ
鮮蔚
瀦
言
o
"
o
て
o
5
g
uo
w
片
言
●
。
九
つ
の
柱
立

て
の
も
と
、
施
策
を
網
羅
的
に
編
集
し
た
本
体
と
、
そ
れ

ら
の
施
策
の
い
く
つ
か
を
よ
り
詳
し
く
記
し
た
別
紙
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
体
を
中
心
に
主
な
道

路
局
の
施
策
を
柱
立
て
ご
と
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
と

も
に
、
必
要
な
箇
所
に
若
干
の
解
説
を
加
え
た
い
。

E

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基

づ
く
国
王
変
通
政
策
の
構
築

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

◎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充

･
全
国
の
見
本
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
重
点
整
備
地
区
の

道
路
に
特
別
支
援

(三
年
を
限
度
、
全
国
数
ヵ
所
)

《解
説
》
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
は
じ
め
、
身
近
な
道
路
に
対

五
億
人
時
間
/
年
に
及
ん
で
お
り
、
特
に
、
｢開
か
ず

す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
区

の
踏
切
｣
(ピ
ー
ク
一
時
間
あ
た
り
四
〇
分
以
上
閉
ま

町
村
道
で
は
、
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
き
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
る
。
地
域
の
取
組
み
意
欲
を
喚
起
す

る
必
要
性
か
ら
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
重

点
整
備
地
区
を
対
象
に
、
国
費
率
の
高
い
交
付
金
事
業

に
よ
り
特
別
支
援
す
る
。

三
鸚
心
で
く
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現

一成
果
が
実
感
で
き
る
暮
ら
し
の
改
羞
旦

◎

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
対
策
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

(開
か

ず
の
踏
切
五
〇
〇
箇
所
の
う
ち
、
三
年
で
四
〇
箇
所
を

立
体
化
、
さ
ら
に
遮
断
時
間
の
短
縮
等

一
六
〇
箇
所
)

･
当
面
は
立
体
化
さ
れ
な
い
区
間
等
へ
の

｢速
効
対
策
｣

の
投
入

･
歩
道
設
置
等
の
た
め
の
利
用
者
意
向
を
踏
ま
え
た
新
た

な
関
係
者
調
整
ル
ー
ル
の
導
入

《解
説
》
全
国
の
踏
切
遮
断
に
よ
る
渋
滞
損
失
は
、
五
･

の
踏
切
｣
(ピ
ー
ク
一
時
間
あ
た
り
四
〇
分
以
上
閉
ま

っ
て
い
る
踏
切
)
は
、
大
都
市
圏
を
中
心
に
約
五
〇
〇

箇
所
存
在
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
や
政
令

市
に
限
定
さ
れ
て
い
た
施
行
者
に
つ
い
て
、
能
力
あ
る

市
区
を
追
加
し
事
業
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
、

踏
切
制
御
の
高
度
化
に
よ
る
遮
断
時
間
の
短
縮
等
の

｢速
効
対
策
｣
に
よ
り
踏
切
交
通
を
円
滑
化
す
る
こ
と
、

歩
道
の
設
置
や
拡
幅
、
段
差
解
消
な
ど
に
よ
り
適
切
な

　
　

　

　道 2004 .8

福生市の踏切拡幅の例

.定

吉
六

･

　　　
　

　

圏
丑
蘂
週
省
重
点
鷹
簾
(癰
騰
圓
係
)
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課



歩
行
者
空
間
を
確
保
し
踏
切
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
す

る
こ
と
、
な
ど
の
踏
切
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

◎
路
上
工
事
の
短
縮
、
道
路
環
境
の
集
中
的
改
善

(平
成

一
七
年
ま
で
に
路
上
工
事
時
間
三
一%
縮
減
)

･
工
事
問
い
合
わ
せ
番
号
を
用
い
て
、
工
事
の
目
的
、
内

容
等
を
わ
か
り
や
す
く
提
供

･
路
上
工
事
不
人
気
投
票
等
の
実
施
に
よ
り
、
路
上
工
事

の
縮
減
を
促
進

《解
説
》
平
成
一
五
年
度
は
路
上
工
事
時
間
の
縮
減
に
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
の
、
一
三
区
で
は
、
道
路
補

修
工
事
が
対
一
四
年
度
比
約
二
人
%
増
加
す
る
な
ど
、

取
組
み
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
｢問
合
せ
番
号
｣
の

導
入
に
よ
る
路
上
工
事
情
報
へ
の
簡
単
ア
ク
セ
ス
な

ど
、
路
上
工
事
情
報
提
供
の
充
実
･
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
｢不
人
気
投
票
｣
の
実
施
な
ど
道
路
利
用
者
に

よ
る
外
部
監
視
を
強
化
す
る
。
さ
ら
に
は
、
毎
月
の
路

上
工
事
時
間
を
た
だ
ち
に
公
表
す
る
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
一
七
年
度
ま
で

に
路
上
工
事
時
間
を
約
一
二
%
縮
減
す
る

(平
成
一
四

年
比
)。

･
沿
道
環
境
ワ
ー
ス
ト
地
域
へ
の
集
中
的
対
策
、
五
年
以

内
の
環
境
基
準
達
成

(轍
･
洲
)

《解
説
》
騒
音
や
大
気
質
の
状
況
が
環
境
基
準
を
大
幅
に

上
回
っ
て
い
る
地
域

(環
境
ワ
ー
ス
ト
地
域
)
に
つ
い

て
、
詳
細
な
現
況
調
査
に
基
づ
い
て
、
関
係
部
局
が
連

･
道
路
占
用
料
の
減
額
に
よ
り
看
板
デ
ザ
イ
ン
等
の
統
一

‘

携
し
て
最
大
限
の
対
策
を
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
道
路
環
境
を
改
善
す
る
。

三

テ
ロ
対
策
や
夫
親
纜
災
害
対
策
等
の
危
機

管
理
･
安
全
保
障
対
策
篝

一大
規
模
災
害
対
策
の
推
進
-

◎
総
合
的
津
波
対
策
･
地
震
対
策

･
緊
急
輸
送
道
路
に
お
け
る
震
災
対
策
事
業
の
国
費
率
を

引
上
げ

四

国
盂
変
通
行
政
の
グ
リ
ー
ン
化

地
球
温
暖
化
対
策
の
一層
の
充
実

◎
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

･
都
心
部
で
歩
行
者
が
多
い
商
店
街
等
の
路
面
温
度
を
低

下
さ
せ
る
た
め
、
保
水
性
舗
装
等
に
関
す
る
モ
デ
ル
事

業
を
創
設

《解
説
》
夏
場
の
快
適
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、

保
水
性
舗
装
な
ど
路
面
温
度
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が
あ

る
舗
装
の
敷
設
に
対
し
補
助
す
る
と
と
も
に
、
効
果
や

耐
久
性
な
ど
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
技
術
の
開
発

･

普
及
を
支
援
す
る
。

五

地
域
再
生
･
都
市
再
生

一誇
り
を
持
て
る
魅
力
的
な
景
観
形
成
-

◎
特
色
あ
る
都
市
景
観
づ
く
り

を
促
進

《解
説
》
景
観
法
成
立
な
ど
、
景
観
に
対
す
る
社
会
的
な

意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
地
域
や
利
用
者
等
も
含
め

た
総
合
的
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、

地
域
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
看
板
に
係
る

占
用
料
を
減
額
す
る
こ
と
に
よ
り
、
設
置
者
に
景
観
改

善
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
。

｢利
便
性
.快
適
性
の
高
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
一

◎
高
速
道
路
料
金
の
引
き
下
げ
等

･
高
速
道
路
に
つ
い
て
十
七
年
春
ま
で
に
平
均

一
割
値
下

げ
、
観
光
施
策
等
と
連
携
し
た
弾
力
的
な
料
金
設
定

《解
説
》
本
来
高
速
道
路
を
走
る
べ
き
交
通
が
一
般
道
路

を
走
る
こ
と
で
渋
滞
、
沿
道
環
境
の
悪
化
等
の
弊
害
が

発
生
し
て
い
る
。
よ
り
使
い
や
す
い
高
速
道
路
を
目
指

す
べ
く
、
平
成
一
七
年
度
始
め
か
ら
公
団
に
よ
り
高
速
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自
動
車
国
道
の
料
金
を
平
均
一
割
程
度
割
引
す
る
こ
と

に
加
え
、
渋
滞
緩
和
や
沿
道
環
境
改
善
等
、
公
益
重
視

の
観
点
か
ら
国
や
地
方
に
よ
る
様
々
な
割
引
等
の
料
金

施
策
を
実
施
す
る
。

◎
公
共
交
通
の
活
性
化

･
バ
ス
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
バ
ス
走
行
円
滑
化
、
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
高
速
バ
ス
ヘ
の
導
入
等
に
よ

る
バ
ス
再
生
の
総
合
的
な
支
援
制
度
の
創
設

《解
説
》
バ
ス
に
装
着
し
た
カ
メ
ラ
を
用
い
て
悪
質
な
違

法
駐
車
車
両
等
に
対
し
て
警
星
。す
る
な
ど
の
バ
ス
走
行

環
境
改
善
の
支
援
や
、
上
屋
、
ベ
ン
チ
等
の
改
善
を
は

じ
め
と
し
た
バ
ス
基
盤
整
備
の
促
進
を
図
る
。
ま
た
、

バ
ス
経
営
者
に
と
っ
て
経
営
改
善
の
効
果
も
あ
る
バ
ス

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
、
導
入
の
遅
れ
て
い
る
高

速
バ
ス
路
線
へ
の
全
面
導
入
を
支
援
す
る
。

･
L
R
T
導
入
の
た
め
の
総
合
的
な
整
備
制
度
の
創
設

(鉄
軌
道
事
業
者
と
地
方
自
治
体
等
に
よ
る
計
画
策
定
、

施
設
整
備
補
助
等
の
総
合
的
支
援
)
や
地
方
鉄
道
再
生

《解
説
》
L
R
T

(次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
)
は

交
通
円
滑
化
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
資
す
る
公
共
交
通

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
我
が
国
で
は
、
コ

ス
ト
や
導
入
空
間
の
制
約
、
関
係
者
間
の
合
意
形
成
な

ど
が
障
壁
と
な
り
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

意
欲
の
あ
る
地
域

･
事
業
者
の
取
組
み
に
対
し
て
、
一

体
的
支
援
を
可
能
と
す
る
事
業
を
新
た
に
創
設
す
る
な

方
、
建
設
コ
ス
ト
は
従
来
の
I
C
に
比
し
て
約
三
割
削

ど
、
関
係
部
局
が
連
携
し
、
総
合
的
に
L
R
T
の
整
備

を
推
進
す
る
。

地
域
の
自
立
を
支
援
す
る
基
盤
づ
く
り

◎
E
T
C
専
用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(I
C
)
導
入
に

よ
る
I
C
倍
増
計
画

･
高
速
通
過
地
域
や
渋
滞
緩
和
が
可
能
な
地
域
に
お
け
る

ー
C
設
置
へ
の
新
た
な
支
援

《解
説
》
本
来
高
速
道
路
を
走
る
べ
き
交
通
が
一
般
道
路

を
走
る
こ
と
で
渋
滞
、
沿
道
環
境
、
交
通
安
全
等
に
弊

害
が
発
生
し
て
い
る
。
よ
り
身
近
な
使
い
や
す
い
高
速

道
路
を
目
指
す
べ
く
、
ス
マ
ー
ト
I
C

(E
T
C
専
用

I
C
)
を
導
入
し
て
I
C
を
増
設
す
る
。
こ
れ
に
よ
り

一
箇
所
あ
た
り
年
間
二
億
円
の
整
備
効
果
を
生
む
一

メージ
鬱
々図

減
、
管
理
コ
ス
ト
は
約
五
割
の
削
減
が
可
能
と
な
る
。

穴

観
光
立
国
の
巽
現
に
向
け
た
観
光
施
策
の

強
化
e
発
案

観
光
客
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

･
歩
行
者
向
け
道
路
案
内
へ
の
多
言
語
表
記
の
導
入
、
路

線
番
号
標
識
の
な
い
主
要
交
差
点
を
概
ね
解
消

(平
成

一
九
年
ま
で
に
九
0
%
整
備
)

《解
説
》
初
め
て
訪
れ
る
人
、
観
光
客
、
外
国
人
な
ど
、

全
て
の
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
道
路
案

内
標
識
と
す
る
た
め
、
歩
行
者
を
対
象
と
し
て
、
地
図

を
用
い
た
標
識
の
活
用
に
よ
る
多
言
語
表
示
や
、
自
動

車
等
を
対
象
と
し
て
、
路
線
番
号
を
主
体
と
し
た
表
示

を
実
施
す
る
。

七

ア
ジ
ア
と
の
穴
交
流
時
代
に
向
け
た
国
際

競
争
力
及
び
国
際
運
纜
の
確
保

八

効
率
的
で
競
争
力
の
あ
る
物
流
対
策

九

時
代
の
要
請
に
相
応
し
い
国
王
交
通
行
政

の
新
た
な
展
開

O
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
-
達
成
度
報
告
書
を
新

施
策
へ
は
じ
め
て
反
映

(道
路
行
政
)

事
後
評
価
等
の
徹
底

5
実
感
で
き
る
成
果
主
義
に
向
け
て
5



《解
説
》
平
成
一
五
年
度
か
ら
、
道
路
行
政
に

｢成
果
主

る
成
果
に
直
結
す
る
予
算
配
分

(費
目
の
見
直
し
)
を

義
｣
を
導
入
し
、
数
値
目
標
を
公
表
の
う
え
、
翌
年
度

行
う
。

に
そ
の
達
成
度
を
評
価
し
、
以
降
の
行
政
運
営
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
す
で
に
本
年
六
月
に

｢平

成
一
五
年
度
達
成
度
報
告
書
･
平
成
一
六
年
度
業
績
計

画
書
｣
を
公
表
し
て
い
る
。
来
年
度
は
達
成
度
報
告
で

得
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
評
価
と
知
見
を
、
一

つ
一
つ
の
重
点
施
策
に
は
じ
め
て
反
映
す
る
。
ま
た
、

優
先
度
明
示
方
式

(効
果
的
･効
率
的
に
事
業
を
進
め

る
た
め
、
対
策
の
必
要
性
を
示
す
客
観
的
デ
ー
タ
を
、

課
題
の
高
い
順
に
並
べ
て
優
先
的
に
対
策
す
べ
き
箇
所

に
明
示
す
る
方
式
)
を
導
入
し
、
予
算
費
目
の
見
直
し

や
新
た
な
助
成
制
度
の
要
求
な
ど
に
よ
り
、
目
標
と
す

　輻
ジ

　
　イ

.
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死
傷
事
故
率
比

○
政
策
効
果
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
発
現

･
関
係
者
間
に
お
け
る
調
整
ル
ー
ル
の
明
確
化
ー
踏
切

歩
行
者
空
間
の
確
保

《解
説
》
前
述
の

『｢開
か
ず
の
踏
切
｣
対
策
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
』
を
参
照
。

○
目
に
見
え
る
、
連
続
し
て
感
じ
ら
れ
る
空
間
づ
く
り

ー
面
的
鑑
器
趨
柱
化
を
行
う
ス
ー
パ
ー
モ
デ
ル
地
区
へ
の

支
援

《解
説
》
バ
リ
ア
フ
リ
ー
同
様
、
身
近
な
道
路
に
対
す
る

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
全
国
の
見
本
と
な
る

ス
ー
パ
ー
モ
デ
ル
地
区
を
三
年
以
内
に
構
築
、
特
別
支

援
し
、
快
適
な
生
活
空
間
を
実
現
す
る
。

○
国
民
対
話
プ
ロ
セ
ス
の
充
実
ー
道
の
相
談
室
に
お
け
る

意
見
へ
の
迅
速
な
回
答
と
行
政
へ
の
反
映

《解
説
》
道
路
行
政
へ
の
相
談
の
た
ら
い
回
し
解
消
と
頂

い
た
意
見
の
行
政
へ
の
反
映
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た

｢道
の
相
談
室
｣
に
つ
い
て
は
、
受
付
体
制
の
不
備
や

国
民
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
道
路
行
政
へ
の
反
映
が
十
分
で
な
い
こ
と
と
い
っ

た
課
題
を
踏
ま
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
意
見
に
対
す

る
迅
速
な
回
答
な
ど
の
受
付
体
制
の
強
化
や
、
｢よ
く

あ
る
質
問
と
回
答
｣
の
充
実
な
ど
の
国
民
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
等
の
施
策
を
実
施
す
る
。

一効
率
性
の
追
求
.競
争
性
の
向
上
一

〇
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
1
有
利
子
債
務
の
確
実
な

返
済
、
真
に
必
要
な
道
路
の
少
な
い
国
民
負
担
で
の
建

設
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
発
揮

《解
説
》
未
供
用
の
整
備
計
画
区
間
約
二
、
0
0
0
蝋
の

費
用
便
益
分
析
等
を
厳
し
く
実
施
す
る
等
、
客
観
的
な

基
準
に
基
づ
く
厳
格
な
評
価
を
実
施
。
ま
た
、
高
速
国

道
の
有
料
道
路
事
業
費
を
ほ
ぼ
半
減
す
る
こ
と
、
民
営

化
後
四
十
五
年
で
の
債
務
完
済

･
無
料
化
、
会
社
の
自

主
性
が
活
か
さ
れ
る
仕
組
み
、
料
金
割
引
き
の
実
施
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
抜
本
的
見
直
し
を
実
施
。

消そ〒セ 2004 8 47

○
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
最
小
化
ー
劣
化
予
測
を
基

に
最
適
な
対
策
の
選
択
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
導
入

(直
轄
国
道
橋
梁
)、
道
路
管
理
に
係
る
経
常
的
経
費

を
五
年
で
三
割
削
減

《解
説
》
道
路
の
日
常
管
理
な
ど
の
経
常
経
費
に
つ
い
て
、

標
準
的
単
価
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
等
を

考
慮
し
た
管
理
水
準
を
設
定
し
、
地
方
整
備
局
、
事
務

所
へ
の
配
分
を
適
正
化
す
る
。
ま
た
、
橋
梁
延
命
化
の

た
め
、
予
防
的
修
繕
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
･
管
理
に
基
づ
く
科
学
的
な

道
路
橋
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。



は
じ
め
に

財
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

(以
下

｢J
A
R
T

I
C
｣
と
い
う
。)
で
は
、
昭
和
四
八
年
か
ら
四
~
五
年

お
き
に
、
今
後
の
道
路
交
通
情
報
提
供
の
改
善
等
に
資
す

る
た
め
の
道
路
交
通
情
報
全
般
に
関
す
る
利
用
者
へ
の
意

識
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
平
成
一
五
年
三
一月

~
平
成
一
六
年
一
月
に
か
け
て
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で

実
施
し
た
。

調
査
内
容
は
、
道
路
交
通
情
報
に
つ
い
て
、
必
要
性
と

効
果
、
利
用
状
況
と
満
足
度
、
今
後
の
情
報
提
供
へ
の
意

向
な
ど
、
道
路
交
通
情
報
全
般
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
に
加

え
、
J
A
R
T
I
C
の
主
力
業
務
で
あ
る
電
話
や
テ
レ

ビ
･
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
提
供
メ
デ
ィ
ア
別
の
満
足
度

や
J
A
R
T
I
C
の
認
知
度
の
把
握
な
ど
、
J
A
R
T
I

C
の
評
価
に
関
す
る
調
査
も
行
っ
て
い
る
。

本
文
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
、
調
査

概
要
と
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
利
用
者
意
識
の
特
徴
な

ど
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後
の
効

果
的
な
道
路
交
通
情
報
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
考
察
す

る
も
の
で
あ
る
。

二

調
萱
の
背
景

道
路
交
通
情
報
は
、
車
両
の
運
転
者
に

｢車
両
の
通
行

に
必
要
な
情
報
｣
と
し
て
提
供
す
る

(道
路
交
通
法
第
一

〇
九
条
の
二
第
一
項
)
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
適
宜
正
確

な
道
路
交
通
情
報
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
で
、
車
両
の
運
転

者
に
と
っ
て
は
、
混
雑
し
て
い
る
道
路
や
通
行
規
制
中
の

道
路
を
回
避
で
き
る
な
ど
、
運
転
の
安
全
性
や
快
適
性
が

向
上
し
、
ま
た
道
路
交
通
全
体
で
見
て
も
、
交
通
事
故
の

抑
止
の
み
な
ら
ず
、
混
雑
し
て
い
る
道
路
か
ら
比
較
的
空

い
て
い
る
道
路
に
交
通
流
が
誘
導

･
分
散
さ
れ
る
こ
と

で
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
効
率
向
上
や
、
交
通
公

害
の
抑
制
な
ど
も
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

道
路
交
通
情
報
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
携
帯
電
話
、
パ

ソ
コ
ン
等
の
情
報
端
末
、カ
ー
ナ
ビ
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、

提
供
手
段
が
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
平
成
一
四
年

六
月
施
行
の
改
正
道
路
交
通
法
で
予
測
情
報
提
供
や
民
間

情
報
提
供
事
業
者
に
よ
る
情
報
の
編
集

･
加
工
が
可
能
と

な
る
な
ど
、
今
後
、
提
供
内
容
が
高
度
化
さ
れ
る
と
見
込

ま
れ
る
情
勢
に
あ
る
。

J
A
R
T
I
C
で
は
、
都
道
府
県
警
察
や
、
国
土
交
通
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省
･
公
団
な
ど
の
道
路
管
理
者
か
ら
収
集
し
た
道
路
交
通

情
報
を
、
主
に
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
の
放
送
や
電
話
問
合
せ

の
応
対
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
(道
路
交
通
情
報
N
o

w
=
↓

で
提
供
し
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
の
ア
ク
セ

ス
数
が
平
成
三

年
の
提
供
開
始
以
降
、
年
々
倍
増
し
て

い
る
一
方
で
、
電
話
応
答
件
数
は
近
年
低
下
傾
向
に
あ
る

な
ど
、
情
報
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
量
的
･
質
的
に
変
化
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
る

(図
ー
･
2
)。

亘

調
査
概
要

1

調
査
方
法
等

道
路
交
通
情
報
の
利
用
者
(ド
ラ
イ
バ
ー
)
の
意
識
は
、

平
日
･
休
日
の
運
転
時
期
に
よ
り
異
な
る
と
考
え
ら
れ
、

ま
た
地
域
差

(都
市
部
と
地
方
部
、
積
雪
地
と
非
積
雪
地
)

や
個
人
差

(年
齢
、
性
別
、
I
T
機
器
の
習
熟
度
)
も
あ

る
と
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
母
集
団
を
全
国
の
運
転
免
許
保
有
者

(約

七
、
六
0
0
万
人
)
と
し
て
、
地
域

･
性
別
･
年
齢
等
で

偏
り
の
な
い
結
果
を
得
る
こ
と
を
意
識
し
て
調
査
規
模
を

決
定
し
た
。

調
査
方
法
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
対
象
者

に
郵
送
し
、
回
答
後
に
郵
送
回
収
す
る
自
己
記
入
式
郵
送

調
査
法
で
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
概
要
を

表
1
に
示
す
。

こ
の
う
ち
、
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
①
社
日
本
自
動
社

連
盟

(J
A
F
)
は
会
員
数
一
、
七
〇
〇
万
人
を
有
し
、

地
域

･
性
別
･
年
齢
の
層
別
に
母
集
団
を
反
映
し
た
理
想

的
な
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
過
去
の

調
査
事
例
か
ら
回
収
率
･
信
頼
性
が
高
い
こ
と
が
実
証
さ

れ
て
い
る
点
か
ら
、
J
A
F
の
協
力
を
仰
ぎ
J
A
F
会
員

を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
票
の
発
送
･
回
収
、
謝
礼
の
送
付
等
は
J
A
F
内
で
実

施
し
て
い
た
だ
い
た
。

域

　
　

、

三
期

地　　

　
　

　

　
　

2

調
査
内
容

調
査
内
容
は
、
①
運
転
頻
度
や
情
報
入
手
手
段

(テ
レ

ビ
･
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
)
な
ど
の
基
本
属
性
、
②
道
路

交
通
情
報
の
利
用
状
況
や
必
要
性
と
効
果
、
③
メ
デ
ィ
ア

道路交通情報全般 メディア別情報 渋滞の予測情報 有料サーヒス軽基本属性 蝨刃 賊説 診L .凄 鼾テーJ娼T-Cの鞠 問

Q le祕要、級情報内答
　 　　　　　　　　　　Q“20 事割に必毀となる

　　

　　
　
　

　

　　
　

　

　
　
　

　
　
　
　　

ン
間
字
中
☆
★
げ

艶

“
設
太
表
太字は直接記述方式を示す。
喪中、記号は以下を示す。
☆洋平日･休日｣別に国費擬設定。
★;｢出発前･移動中｣別に回答欄を設定。
げ:複靱回答 (丸内数字分)欄を設定,

こ希望｣間を設定 (記述式)

U ごく･(')F A GU△Tt開)
. M団不縦理由⑭ /

<電話以外のサービス>

図 3 アンケート設問の流れ

{a)速転範囲 ;
　　 　　

Q3運転目的☆選　　　　
Q 4 瞥段利用してい
　　　　　

雙
礬



別
の
利
用
状
況
と
満
足
度
、
④
道
路
交
通
情
報
の
有
料
化

へ
の
意
向
、な
ど
道
路
交
通
情
報
全
般
に
関
す
る
項
目
と
、

J
A
R
T
I
C
の
提
供
業
務
に
つ
い
て
の
認
知
度
で
構
成

し
、
全
体
で
二
五
設
問
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
平
日
･
休
日
で
の
運
転
目
的
や
、
出
発
前

･
移

動
中
で
の
情
報
利
用
頻
度
な
ど
、
差
異
が
生
じ
る
と
思
わ

れ
る
設
問
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
が
把
握
で
き

る
よ
う
、
個
別
に
回
答
欄
を
設
定
し
た
。

四

調
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
は
、
目
標
の
三
、
0
0
0
よ
り
若

干
少
な
い
二
、
七
五
三

(回
収
率
二
七
･
五
%
)
で
あ
っ

た
が
、
全
般
的
に
は
母
集
団
の
構
成
と
比
較
し
て
地
域
、

性
別
、
年
齢
で
偏
り
の
な
い
結
果
が
得
ら
れ
た
。
な
お
、

回
収
率
が
低
め
の
結
果
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
年

末
年
始
を
挟
ん
だ
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。

以
下
に
主
な
集
計
･
分
析
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1

回
答
者
の
基
本
属
性

サ
ン
プ
ル
を
年
齢

･
性
別
･
地
域

(居
住
地
)
に
よ
り

整
理
す
る
と
、
年
齢
に
お
い
て
三
〇
歳
未
満
が
若
干
少
な

(N = 2 ,753) が 地

図 5 回答者の居住地別の構成

政令指定市等(505)
18 .3 %

0 921
%

　　
　
　

　　　　

100%

く
六
〇
歳
以
上
が
若
干
多
く
回
収
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

全
国
運
転
免
許
保
有
者
の
構
成
比
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
結
果

と
な
っ
た

(図
4
)。
こ
の
う
ち
、
都
市
部
と
思
わ
れ
る

東
京
区
部
と
政
令
市
を
合
せ
て
約
1
/
4

(図
5
)、
ま

た
積
雪
地
は
一
三
%
で
あ
っ
た
。

運
転
頻
度
で
は
｢ほ
ぼ
毎
日
｣
が
六
五
･
八
%
を
占
め
、

｢週
に
三
~
四
回
｣
の
一
二
･
六
%
を
加
え
る
と
、
回
答

者
の
八
割
程
度
が
恒
常
的
に
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
域
で
見
る
と
、
自
動
車
に
よ
る

通
勤
が
多
い
と
思
わ
れ
る
地
方
部
で
運
転
頻
度
が
高
い
傾

向
に
あ
る

(図
6
)
。
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道
路
交
通
情
報
以
外
を
含
め
た
普
段
利
用
す
る
情
報
入

手
手
段
で
は
、
テ
レ
ビ

(丸
三
･
二
%
)
･
ラ
ジ
オ

(七

人
.
九
%
)
･
新
聞
･
雑
誌

(七
八
･
七
%
)
の
順
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

(携
帯
電
話
を
除
く
)
に
つ
い
て
は
半

数
弱
の
四
五
･
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
年
齢
で
見

る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
四
〇
代
ま
で
は
半
数
を
超
え

て
い
る
が
五
0
代
以
降
で
低
下
傾
向
に
あ
り
、
携
帯
電
話

の
デ
ー
タ
通
信
は
若
年
に
な
る
ほ
ど
高
く
三
〇
代
未
満
で

は
半
数
を
超
え
、
逆
に
電
話
で
は
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
利

用
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た

(図
7
)。

ま
た
、
カ
ー
ナ
ビ
に
つ
い
て
は
、
三
五

･
0
%
が
使

っ

て
お
り
、
う
ち
V
I
C
S
対
応
カ
ー
ナ
ビ
の
使
用
者
は
二

三

･
0
%
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
カ
ー
ナ
ビ
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
都
市
部
ほ
ど
普
及
し
て
お
り
、
東

京
区
部
で
は
約
半
数
が
カ
ー
ナ
ビ
を
使
用
し
て
い
る
と
の

結
果
と
な
っ
た

(図
8
)
。

2

道
路
交
通
情
報
全
般
に
つ
い
て
の
意
識

印

現
状
の
道
路
交
通
情
報
へ
の
評
価
等

道
路
交
通
情
報
に
つ
い
て
は
、
｢運
転
に
不
可
欠
｣
｢あ

っ
た
方
が
よ
い
｣
を
合
せ
る
と
、
九
割
が
必
要
性
を
認
識

し
て
お
り
、
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

｢渋
滞
や
事
故

の
区
間
を
避
け
て
早
く
到
着
で
き
る
｣
が
六
割
以
上
を
占

め
る
結
果
と
な
っ
た

(図
9
･
巾
)。

ま
た
、
社
会
全
体
へ
の
効
果
と
し
て

｢時
間
的
な
ロ
ス

が
少
な
く
な
り
経
済
効
率
が
高
ま
る
｣
が
五
三
･
一
%
を

　　 　 　 　　　
/ぞ - ~＼※＼＼ //

! -l新聞,雑誌ー

頻度の高い 4
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図 7 年齢別の普段利用している情報入手手段 (交通情報以外を含む)
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　図 道路交通情報の必要性

占
め
る
な
ど
、
肯
定
的
な
意
見
が
多
く
、
｢そ
れ
ほ
ど
の

効
果
は
期
待
し
な
い
｣
は
七
･
0
%
で
あ
っ
た

(図
=
)。

従
っ
て
、
道
路
交
通
情
報
は
個
人
や
社
会
に
と
っ
て
有

用
で
あ
り
、
情
報
を
活
用
し
て
時
間
を
よ
り
有
効
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
経
済
活
動
が
活
発
で
、
時
間
価
値
の
よ
り
高

い
と
思
わ
れ
る
東
京
区
部
在
住
者
に
お
け
る
必
要
性
が
他

と
比
べ
高
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る

(図

図鯛 道路交通情報の社会的効果

的なロスが少なくなり経済効率が高まる(1463

省エネルギーや大気汚染の防止につながる(414)

　

.-:
------------'‐'‐''‐:

=N

%　
　　
　
　
　

　

　
　

　
　
　

滅

待

か

が

期

分

　
　

　
　　　

複
)。一

方
、
地
方
部
で
は
道
路
交
通
情
報
が
必
要
と
な
る
状

況
と
し
て
、
雪
、
大
雨
な
ど
の

｢異
常
気
象
時
｣
や

｢災

害
発
生
時
｣
に
多
い
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
道
路
交
通
情
報

を
利
用
す
る
際
に
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
、
積
雪
地
で

｢ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
｣
が
他
と
比
べ
高
い
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
地
方
部
や
積
雪
地
で
は
、
外
出
先
な
ど

で
の
災
害
発
生
時
等
、
緊
急
度
や
切
迫
度
の
高
い
状
況
下

図l2 道路交通情報の必要性 (地域別)
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で
必
要
な
情
報
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ

い
た
が
、
年
齢
で
見
る
と
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

る
。

逆
に
出
発
前
に
よ
く
利
用
し
て
い
る
と
の
結
果
で
あ
っ

な
お
、
道
路
交
通
情
報
の
重
視
要
素
に
つ
い
て
は
、
全

た
。
高
齢
者
が

｢安
全
に
運
転
で
き
る
｣
こ
と
を
利
用
す

体
で
は
八
割
以
上
が
｢正
確
で
新
し
い
｣
を
挙
げ
て
お
り
、

る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
比
較
的
多
く
捉
え
て
い
る
こ
と
か

,

…
!

鯰 纖 l 渋滞 .事故を避‘ナて早く到着できる I
--〃一- -̂‐- - - -【 ｢

　　

3,鰍
　　　　　　　 　　

繭藤訂
、“昶＼ /ノー

　　　　　　　　　　　　　　　
　

l安食逕転できる l 51.8% 5-.備

纖 l

一全一イライラ感が軽減される
一"÷有料道路を利用すべきゐ中断で奢る

次
い
で

｢情
報
を
自
由
に
選
択
で
き
る
｣
や

｢二
四
時
間

ら
、
高
齢
者
は
、
計
画
的
で
安
全
な
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運

脈

-

芻
鶉

い
つ
で
も
利
用
で
き
る
｣
が
半
数
弱
と
な
っ
て
い
る

(図

転
を
心
が
け
て
い
る
様
子
が
窺
え
る

(図
倦

(次
べ
l

判

▼

俎
棍

一

錨
ば
儒
淺
斐
蓑
そ
ご
芭
o

轢
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N=2 7 53)
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図l3 積雪区分別の道路交通情報が必要なとき
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18~ 29歳(388) 30~ 39歳(584) 40~ 49歳(526) 60~ 59歳(579) 60~ 64歳(307) 85~ 69歳(202) 70~ 74饑(99) 76歳以上(56) 無回答Kl2)

図t6 年齢別の道路交通情報を利用するメリット

-◆-渋滞や事故を選I忙早く到着できる
一美一安全に運転できる
一十一分からない



　
　

無
…
%

□

わ　　　

る　

　

し

い
　
　
　

々

用

時

利

%

口

圏

30

い

鰡

な

%

る

い

10

い

て

て

し

.し)
し

用

鰯

用

利

8

8

2

7

0

0

9

5

利

り　　
　
　
　
　

90% 100%

1纖1撚眺1惚=“- 攪l鴬幅繹脇篇
鞠壷麟閼 ≧纖

州
闘
剥朧----･‘1‐1.･1.･1

.･････..,..,.....1.'‘･･.....鰍舞
-

掾に

%
攪*

‘------

‘----‘-

･‘‐‘････1･･.･･･
声
鰯-

鰯
鰡

叱易で0 =*
籤= 鰡

中
中
“

“
-
l
%

ー
l

亙

%
-
-

ぬ“=-

辯

解

芻
ー

れ
l
鰯

t■‐-･‘-EI.----.･【.･[･----

“
-=“ 解

②

有
料
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
意
向

民
間
の
情
報
提
供
事
業
者
が
携
帯
電
話
等
で
有
料
の
道

路
交
通
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
が
、
回
答
者
の

九
割
以
上
が

｢利
用
し
た
こ
と
が
な
い
｣
状
況
で
あ
り
、

恒
常
的
に
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

｢よ
く
利
用
し
て

い
る
｣
は
わ
ず
か
○
,
七
%
で
あ
っ
た

(図
g
。

利
用
し
な
い
理
由
で
は
、
｢サ
ー
ビ
ス
を
知
ら
な
か
っ

解

-

-

-

-

-

銘

桝

26

79

07

02

99

56

　　
　
　
　

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

*
1
%鮒

･･-･･.･･.･･.･･.･･･
‘'‐-朕- 猛 *

炉
･

圏
ー
%弼

%
l

鮒
ー

･1･1.･･.･･.･1･‘‐‐!‐‐‐‘-I-
′称し鶴

朕
ー

猛
I

-
炉
瑞

l
阿宙

錺
%

倦

駝

.".--‐-‐｣"-."-.--.--‐‐-

･.----･'
.･.･･.･.･･.･..･

勁

%

術

銑
-

糊

鰈
-

筏
彬に

傷

概
“= “ 終

戦愕% = iゞ-
蝦
鯛

悴
I端蹴

%
l
圏

臘
“

i

中
.･.･･.･.･･.･..･

饑虱11
oo

-
銚

"鷲蝋‘‐---‘-‐‐---‐!-
就
料

筋
矧

,厨
巖郷な“-“ 蝋

図15 年齢別の道路交通情報の利用程度
(N =2,753)

た
｣
が
五
八
･
二
%
と
半
数
を
超
え
て
い
る
が
、
｢公
共

性
が
高
く
無
料
で
あ
る
べ
き
｣
(二
二
･
六
%
)
や

｢無

料
情
報
で
も
十
分
役
に
立
っ
て
い
る
｣
(二
九

･
五
%
)

と
い
う
意
見
も
少
な
く
な
い
。

さ
ら
に
、
道
路
交
通
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
有
料
と
な
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
三
人
に
二
人

(六
六
･
九
%
)
が
拒
絶

反
応
を
示
す
回
答
と
な
っ
て
い
る

(図
協
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光
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そ
の
他

一
日
の
中
で
道
路
交
通
情
報
が
必
要
な
時
間
帯
に
つ
い

て
は
、交
通
量
の
多
い
朝
夕
の
時
間
帯
が
全
体
と
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
六
割
以
上
と
高
い
が
、
東
京
区
部
で
は
、
逆
に

昼
間
の
業
務
時
間
帯
が
朝
夕
よ
り
も
高
い
結
果
と
な
っ
た

(図
即
)。

渋
滞
予
測
情
報
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
段
階
は

｢出
発

前
日
｣
(四
○
･
七
%
)
、
｢出
発
当
日
｣
(三
人
･
一
%
)

が
多
く
、
ま
た
提
供
内
容
と
し
て
は

｢渋
滞
区
間
と
発
生

時
間
帯
｣
が
八
一
･
一
%
と
高
く
、
｢所
要
時
間
｣
(五

二
･
五
%
)、
渋
滞
解
消
時
間
｣
(四
一
･
五
%
)
と
続
い

て
い
る
。

3

提
供
メ
デ
ィ
ア
別
の
利
用
状
況
と
満
足
度

=

電
話
に
よ
る
応
答
サ
ー
ビ
ス

電
話
に
よ
る
応
答
サ
ー
ビ
ス

(電
話
サ
ー
ビ
ス
)
は
、

六
割

(前
回
調
査

“
六
六
･
九
%
)
が
必
要
性
を
感
じ
て

お
り
、
高
齢
者
や
地
方
部
で
高
く
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
で
不
満
の
多
い
、
｢欲
し
い
情
報
｣

や

｢詳
し
い
情
報
｣
が
聞
け
る
、
｢移
動
中
で
も
利
用
で

き
る
｣
と
い
っ
た
利
便
性
に
関
す
る
指
摘
が
多
い
。

な
お
、
回
答
者
の
六
割
が
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

回
答
が
二
割
弱
に
留
ま
っ
た
の
は
、
い
ざ
電
話
を
か
け
よ

う
と
し
た
時
に
、
番
号
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

(図
四
)。
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サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
し
て
い
る
方
の
約
八
割
が
満

足
し
て
お
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さ
ら
に
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く
利
用
｣
し
て
い
る
と
の
回

答
者

(二
一
名
)
に
限
る
と
、
不
満
が
あ
る
と
し
た
回
答

は
皆
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、
利
用
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の
満
足
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は
極
め
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高
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ま
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、
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電
話
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
｢話
中
で
つ
な

が
り
に
く
い
｣
(
一
三
･
八
%
)
な
ど
に
不
満
を
感
じ
て

い
る
。

一
方
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
い
方

で
は
、
半
数
近
く
が

｢電
話
番
号
を
知
ら
な
い
｣
と
し
て

お
り
、
逆
説
的
に
言
え
ば
、
も
っ
と
手
近
に
番
号
が
分
か

れ
ば
利
用
に
つ
な
が
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

(図
銘
･

盤
)。
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路
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通
情
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得
る
た
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ト
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利

用
し
て
い
る
の
は
二
三

･
一
%
で
あ
り
、
道
路
交
通
情
報

意
外
を
含
め
た
情
報
入
手
手
段
と
し
て
普
段
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
と
の
回
答
が
四
五
･
一
%
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者

の
約
半
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道
路
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通
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ア
ク
セ
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し
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い
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推
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不
満
内
容
と
し
て
は
、
｢よ
く
利
用
し
て
い
る
｣
ヘ
ビ

の

ー
ユ
ー
ザ

(
一
四
名
)
は
、
｢詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
な

R

ぃ
｣
(五
七
･
一
%
)、
｢生
活
情
報
が
得
ら
れ
な
い
｣
(五

州

七
･
一
%
)
と
い
っ
た
、
提
供
内
容
に
不
満
を
感
じ
て
い

ャ

る
意
見
が
多
い
o

断

ま
た
、
利
用
頻
度
が
少
な
く
な
る
に
つ
れ
、
通
信
時
間

や
操
作
性
に
関
す
る
不
満
が
多
く
な
る
傾
向
も
見
ら
れ
、

回
線
速
度
な
ど
の
利
用
環
境
、
ア
ド
レ
ス
登
録
な
ど
の
操

作
習
熟
度
と
い
っ
た
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
個
人
差
が
反
映

さ
れ
た
と
結
果
と
考
え
ら
れ
る

(図
24
･
鸚
)。
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な
お
、
今
後
期
待
す
る
サ
-
ビ
ス
と
し
て
、
｢渋
滞
状

況
や
気
象
状
況
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
画
像
で
提
供
｣

が

｢事
故
時
の
通
報
｣
や

｢ト
イ
レ
等
の
案
内
｣
に
つ
い

で
高
く
、
｢渋
滞
予
測
｣
や

｢交
通
障
害
の
通
知
｣
を
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
主
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
提
供
を
想
定
し
て
の
今
後
の
期
待
と
考

え
ら
れ
る

(図
盤
)。

　

　　　　　　
　
　　
　
　
　
　
　　　
　　
　
　　　
　　　
　　　
　
　

答

ル

知

像

測

報

内

内

内

ト

応

ネ

通

画

予

情

案

案

案

一

接

ン

害

ム

滞

通

路

場

設

ル

段

⑧

し

大

寮
霧
嗜
翹

④

交

⑨

□まあまあ期待する□あまり期待しなし･□無記入
-
lとても期待する口まあまあ期待する口あまり期待しない口 記入

0% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

^･̂袋鯵国2、2窮獺恵も1塞が狄参詣393 %-ぞ
似

鵡三瀦字髪きみくるきざ養老◇幾蒸気教科2.1磐≦" ~ " ^^ŷ′彗鬆 18.3%
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テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
の
放
送

道
路
交
通
情
報
の
利
用
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
ラ
ジ
オ
が
最

も
高
く

｢よ
く
利
用
｣
と

｢時
々
利
用
｣
の
計
で
七
五
%

程
度

(前
回
調
査
八
四
･
六
%
)
で
あ
り
、
次
い
で
テ

レ
ビ
の
六
三
.
七
%

(同
夫
五
.
一
%
)
と
な
っ
て
い

る

(図
解
)。

ま
た
、
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
か
ら
道
路
交
通
情
報
を
入
手

し
て
い
る
利
用
者
は
、
道
路
交
通
情
報
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
割
合

(六
一
･
一
%
)
と
同
程
度
、
若
し
く
は
そ

62.0%

眺乳対48 鯉窄も
29.1%

熟
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携
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詳
し
い
餓
漱
が
得
ら
れ
な
い

知
り
た
い
笛…鱒
が
な
い

放
送
時
間
が
短
い

縦1放
送
が
見
づ
ら
い
、
聞
き
に
く
い

欲ギ
夜
･
早
醍
の
故
送
が
少
な
い

放
送
回
教
が
少
な
い

い
つ
放
送
し
て
い
る
か
分
か
ら

い

兵
隊
と
内
容
が
異
な
る
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E E義g偏する(46) ◇ 時々 利用する(情7) 十あまり利用しない･利用しか (79)

れ
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
意
識
し
な
く
て
も
自
然
に
入
手

で
き
る
情
報
源
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
た
結
果
と
思
わ
れ

る
。し

か
し
、
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
は
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る

割
に
は
満
足
度
が
低
い

(図
"
)。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、

｢
い
つ
放
送
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
｣
や

｢放
送
回
数

が
少
な
い
｣
と
い
っ
た
機
会
の
少
な
さ
や
、
｢知
り
た
い

情
報
が
な
い
｣
や

｢詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
な
い
｣
と
い

っ
た
情
報
内
容
の
不
足
へ
の
指
摘
が
多
い
。

"
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図27 利用頻度別テレビ ･ラジオの不満内容

近
隣
地
区
の
情
報
が
な
い

詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
な
い

知
り
た
い
情
報
が
な
い

客

放
送
が
見
づ
ら
い
、
聞
き
に
く
い

深
夜
･
早
朝
の
放
送
が
少
な
い

た+ よく利用する(93) ◇ 時々 利用するg oo) + あまり利用しな岱利用しない(39)

送
回
数
が
少
な
い

　
　
　
　
　

　
　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　



(N =2,753)

4

J
A
R
T
-
C
の
提
供
業
務
へ
の
評
価

@

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度

J
A
R
T
I
C
の
各
メ
デ
ィ
ア
で
の
サ
ー
ビ
ス
認
知
度

は
、
全
体
と
し
て
は
情
報
入
手
手
段
や
道
路
交
通
情
報
で

の
利
用
状
況
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
ラ
ジ
オ
が
八

七
%
程
度
と
最
も
高
く
、
次
い
で
テ
レ
ビ
の
六
七
%
と
な

テレビ放送による情報提供(ー837) I
･ ｢ 1 -667 % ･ -

ラジオ放送による情報提供(2393) 86,9%

電蟻による情報提供(87l)
,

316 %

FAXによるす寶報提供Q n ) 鬮翻駝%
　 　

インターネット(道路交通情報Nowゆく810) 294 %
　 　

混雑期における観光地渋滞の予荊報道(新聞等)(I106) 40.2%

無記入(19-)鬮鬮囲6.9%

図28 JA R T -C 提供サービスの認知度

っ
て
い
る
。
こ
の
他
で
は
、
新
聞
等
は
四
割
、
電
話
サ
ー

ビ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
三
割
程
度
、
F
A
X
で
は
一

割
以
下
の
認
知
度
で
あ
っ
た

(図
解
)。

こ
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
今
回
の
回
答
者

の

(道
路
交
通
情
報
以
外
を
含
め
た
)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
率
四
五
･
一
%
か
ら
判
断
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
者
の
概
ね
2
/
3
が

｢道
路
交
通
情
報
Z
o
"
三

を
認
識
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
情
報
で
重

視
す
る
上
位
三
要
素

(｢正
確
で
新
し
い
｣
、
｢二
四
時
間

利
用
可
｣
、
｢欲
し
い
情
報
を
自
由
に
選
択
｣
)
を
備
え
た

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
提
供
媒
体
で
あ
る
こ
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
人
口
の
増
加
な
ど
に
伴
い

｢道
路

交
通
情
報
N
o

w
=
｣

ア
ク
セ
ス
数
が
年
々
倍
増
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
と
も
さ
ら
に
ア
ク
セ
ス
数
が
増

加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス

毎
の
各
ダ
イ
ヤ
ル
認
知
度
を
見
る
と
、
｢最
寄
り
の
J
A

R
T
I
C
ダ
イ
ヤ
ル
｣
が
三
一
･
〇
%
と
最
も
多
く
、
高

齢
者
ほ
ど
良
く
認
知
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、
そ

の
他
の
認
知
度
は
、
｢全
国
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
｣
(
三
一
･

二
%
)
や

｢携
帯
電
話
の
統

一
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
｣
(
一

一
.
九
%
)
が
一
割
程
度
で
あ
り
、
｢首
都
圏
ド
ラ
イ
バ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
｣
(三
.
大
%
)
、
｢
V
ダ
イ
ヤ
ル
｣
(
一
.

九
%
)
は
数
%
に
留
ま
っ
た
。

電
話
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度

(三
一
･
六
%
)
と

｢最
寄

無記入(1605) 58.3%

図29 電話サービスダイヤルの認知度

(N =2,753)

0.0% 10.0% 20.0% 30,096 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

3 1.0%最寄りの日本道路交通情報センターのダイヤル(853) 3 1.0%

全国統一ダイヤル(335) 隔離薑嚢團ー22 %

携帯電話の統一短縮ダイヤル(328) 麗鬮鬮薑鬮 11 9%

首都圏ドライバーダイヤル(98) 團圏3‐6%

Vダイヤル(51) 囲 -.9%

携帯電話サイトにあるダイヤル(327) 圏鬮鬮鬮團鬮 11.9%

り
の
J
A
R
T
I
C
ダ
イ
ヤ
ル
｣
の
認
知
度

(三
一
.

0
%
)
が
、
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
利
用
者
は

｢最
寄
り
の
J
A
R
T
I
C
ダ
イ
ヤ
ル
｣
を
知
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
J
A
R
T
I
C
で
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
状
況
が
窺
え
る
。



な
お
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、
｢
(サ

ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
)
具
体
的
な

電
話
番
号
を
覚
え
て
い
な
い
｣
こ
と
で

｢認
知
し
て
い
な

い
｣
と
回
答
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る

(図
妙
。

②

電
話
サ
ー
ビ
ス
へ
の
評
価

電
話
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
問
合
せ
先
は
、
J
A
R
T
I

C
が
六
割
程
度
と
圧
倒
的
で
、
こ
れ
に
続
く
J
H

(
一

七

.
0
%
)
の
三
倍
以
上
で
あ
り
、
｢道
路
交
通
情
報
の

電
話
問
合
せ
は
財
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
｣
と

の
利
用
者
の
意
識
が
定
着
し
て
い
る
状
況
が
窺
わ
れ
、
特

に
、
高
齢
者
で
そ
の
傾
向
が
強
く
、
六
〇
代
後
半
で
は
J

A
R
T
I
C
が
七
割
を
超
え
て
い
る
。

な
お
、
若
年
層
ほ
ど
問
合
せ
先
を
J
H
と
す
る
回
答
が

多
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
携
帯
電
話
で
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
経
由
し
て
ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
ホ
ン
を
利
用
し
て
い
る
た

め
と
類
推
さ
れ
る

(図
30
･
針
)
。

前
述
の
と
お
り
、
J
A
R
T
I
C
が
問
合
せ
先
の
六
割

を
占
め
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
満
足
度

が
非
常
に
高
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
J
A
R
T
I
C
は

全
国
で
約
一
四
〇
箇
所
の
提
供
拠
点
(セ
ン
タ
ー
･
駐
在
)

を
有
し
て
い
る
こ
と
、
個
々
の
利
用
者
か
ら
の
問
合
せ
に

セ
ン
タ
ー
･
駐
在
の
職
員
が
的
確
に
応
対
し
た
こ
と
、
ま

た
そ
の
結
果
と
し
て
｢欲
し
い
情
報
｣
や
｢詳
し
い
情
報
｣

が
聞
け
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
利
用
者
が
電
話
応
答
サ
ー
ビ

ス
を
高
く
評
価
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

, 58 .4 %
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ま
た
、
全
体
と
し
て
は
評
価
が
高
い
中
で
、
｢話
中
で

し

っ
な
が
り
に
く
い
｣
と
い
う
指
摘
は
J
A
R
T
I
C
へ
の

期
待
の
裏
返
し
と
も
と
れ
る
。

5

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

本
調
査
よ
り
得
ら
れ
た
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
利
用

者
の
意
識
は
以
下
の
と
お
り
。

①
社
会
や
個
人
に
と
っ
て
有
用
な
情
報
で
、
公
共
性
が

高
く
無
料
で
提
供
さ
れ
る
べ
き
情
報
と
認
識
さ
れ
て

い
る
。

②

｢正
確
で
新
し
い
｣
情
報
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て

お
り
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
環
境
を

望
ん
で
い
る
。

③
都
市
部
で
は
、
道
路
交
通
情
報
の
利
用
頻
度
が
比
較

的
高
く
、
特
に
渋
滞
情
報
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

④
地
方
部
･
積
雪
地
で
は
、
都
市
部
と
比
べ
利
用
頻
度

は
低
い
が
、
災
害
発
生
時
の
通
行
障
害
情
報
の
よ
う

な
緊
急
性
の
あ
る
情
報
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
。

⑤
高
速
道
路
と
一
般
道
路
の
情
報
が
ま
と
め
て
分
か
る

も
の
や
、
管
理
者
の
組
織
管
轄
を
超
え
た
一
元
的
な

提
供
を
望
ん
で
い
る
。

⑥
若
年
層
は
、
｢早
く
到
着
で
き
る
｣
こ
と
を
、
ま
た

高
齢
者
は

｢安
全
に
運
転
で
き
る
｣
こ
と
を
利
用
す

る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

⑦
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
の
放
送
は
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い

る
が
放
送
機
会
の
少
な
さ
な
ど
か
ら
、
満
足
度
が
低

⑧
電
話
問
合
せ
は
、
詳
し
い
情
報
や
知
り
た
い
情
報
が

聞
け
る
こ
と
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
テ
レ

ビ
･
ラ
ジ
オ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
は
、
詳

し
い
情
報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
へ
の
不
満
が
多
い
。

⑨
都
市
部

･
若
年
層
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
カ
ー
ナ

ビ
な
ど
の
情
報
端
末
を
、
地
方
部
･
高
齢
者
は
電
話

サ
ー
ビ
ス
を
比
較
的
よ
く
利
用
し
て
い
る
傾
向
が
あ

る
。

ま
た
、
J
A
R
T
I
C
の
提
供
業
務
に
関
し
て
は
、
以

下
の
意
識
が
把
握
で
き
た
。

①
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
の
放
送
は
よ
く
認
識
さ
れ
て
い

る
o

②
電
話
問
合
せ
先
は
、
J
A
R
T
I
C
と
認
識
さ
れ
て

お
り
、
サ
ー
ビ
ス
満
足
度
が
非
常
に
高
い
。

③
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
を
調
べ
て
か
ら
で
な
い
と
電
話
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
方
が
多
い
。

本
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
J
A
R
T
I
C
業
務
の
課

題
と
改
善
の
方
向
性
を
以
下
に
展
望
す
る
。

ま
ず
、
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
間
で
の
情
報
提
供
の
役
割
分

担
の
明
確
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
テ
レ
ビ
･
ラ

ジ
オ
の
放
送
は
提
供
側
か
ら
利
用
者
へ
の
片
方
向

･
広
域

的
な
情
報
提
供
で
あ
り
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
は
双
方
向

･

(自
分
が
通
行
す
る
経
路
な
ど
の
)
個
別
の
情
報
提
供
で

あ
る
な
ど
、
各
提
供
メ
デ
ィ
ア
で
特
性
が
あ
り
、
今
回
の

調
査
結
果
か
ら
も
、
｢
テ
レ
ビ

･
ラ
ジ
オ
の
放
送
で
通
行

障
害
や
渋
滞
を
知
り
、
詳
し
い
情
報
を
聞
く
た
め
に
電
話

で
問
い
合
わ
せ
を
行
う
｣
と
い
う
情
報
入
手
パ
タ
ー
ン
が

窺
え
る
回
答
も
多
か
っ
た
。
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、

今
後
の
情
報
化
の
進
展
も
踏
ま
え
て
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
の

特
性
を
活
か
し
た
提
供
内
容
と
し
て
い
く
工
夫
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
様
に
、
高
速
道
路
や
一
般
道
路
な
ど
の
情
報

の
一
括
提
供
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
行
動

特
性
を
考
慮
し
た
提
供
方
法
と
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
よ
り
わ
か
り
や
す

い
番
号
と
し
て
い
く
こ
と
や
、
よ
り
積
極
的
な
周
知
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
に
つ
い
て
は
、

携
帯
電
話
の
全
国
統
一
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
が
あ
り
、
ま

た
J
A
R
T
I
C
の
H
P
や
放
送
時
刻
表
な
ど
で
各
電
話

サ
ー
ビ
ス
の
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
を
周
知
し
て
き
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
い
結
果
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
よ
り
効
果
的
な
周
知
方
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
放
送
局
の
協
力
が

前
提
と
な
る
が
、
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
放
送
の
よ
う
な
宣
伝

効
果
の
高
い
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

す
る
方
法
も
有
効
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
繁
忙
期
な
ど
の
交
通
集
中
時
、
非
常
災
害
時
な

ど
と
想
定
さ
れ
る

｢話
中
で
つ
な
が
り
に
く
い
｣
と
の
不

満
も
あ
っ
た
。
電
話
問
合
せ
需
要
が
多
い
時
期
に
は
、
職



員
の
動
員
や
臨
時
回
線
増
設
な
ど
で
対
応
し
て
き
て
い
る

が
、
I
P
電
話
、
電
話
転
送
、
自
動
応
答
装
置
な
ど
の
活

用
を
含
め
て
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

前
回
調
査

(平
成
九
年
度
)
以
降
、
入
手
手
段
が
多
様

化
す
る
な
ど
、
道
路
交
通
情
報
の
利
用
環
境
が
著
し
く
変

化
し
て
い
る
。
具
体
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電

話
の
飛
躍
的
な
普
及
、
i
モ
ー
ド
等
の
携
帯
電
話
デ
ー
タ

通
信
の
出
現
、
カ
ー
ナ
ビ
や
V
I
C
S
搭
載
車
の
増
大
な

ど
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
の
着
眼
点
と
し
て
、
こ
う
し
た
こ
と
が

従
来
型
の
放
送
や
電
話
サ
ー
ビ
ス
に
、
ど
の
よ
う
に
影
響

し
て
い
る
か
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、

入
手
手
段
が
多
様
化
し
た
時
代
に
あ
っ
て
も
、
放
送
や
電

話
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
道
路
交
通
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
依
然
と
し
て
必
要
性
が
大
き
く
、
高
く
評
価
を
さ
れ

て
い
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
近
年
、
民
間
事
業
者
に
お
け
る
有
料
サ
ー
ビ

ス
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
今
な
お
、
多
く
の
利
用
者

は
公
共
的
機
関
が
無
料
で
提
供
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お

り
、
提
供
形
態
と
し
て
は
、
組
織
管
轄
を
超
え
た
一
括
し

た
提
供
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
電
話
問
合
せ
は
有
効
な
情

報
入
手
メ
デ
ィ
ア
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
J

A
R
T
I
C
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
把
握
さ

れ
、
J
A
R
T
I
C
の
果
た
す
べ
き
使
命
の
大
き
さ
を
改

め
て
痛
感
し
た
。

道
路
交
通
情
報
に
つ
い
て
の
利
用
者
意
識
は
、
今
後
と

も
情
報
化
の
進
展
･
普
及
な
ど
に
よ
り
変
化
し
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
が
必
要
と
す
る
情

報
を
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
利
用
し
や
す
い
形
で
提

供
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
全
国
の
セ
ン
タ
ー
･
駐
在
の
職

員
等
を
通
し
て
道
路
交
通
情
報
の
提
供
･
発
信
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
J
A
R
T
I
C
の
主
な
道
路
交
通
情
報
提
供

へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
等
を
以
下
に
示
す
。
お
出
か
け
の
際

は
、
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
快
適

･
安
全
な
運
転
の
一

助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ターネット提供 ｢道路交通情報N o w !!｣ → h ttp :〃 w w w .ia 雨c .o r.ip

すこま

中
きから24時間、 5 分更新の情報が、 簡易図や文字で見ることができます)

ッ

か

供

　　　

　　

　
　

　話

イ
(

電

0

〇
･全国統一ダイヤル → 057 0-o h o n (最寄りのセンターにつながりま

･携帯電話統一短縮ダイヤル → # 80性 ただしツーカーは * T72 (同上)
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　　
　

　　　　

℃
、

第
テ

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　　　

　　
　(首都圏の欲しい路線等の情報をシステムとの対話により得ることができます)

V ダイヤル →
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の
あ
る
発
展
を
目
指
し
広
域
拠
点
と

な
る
蘇
我
特
定
地
区
の
都
心
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
地
区
区

画
整
理
事
業
や
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

市
民
球
技
場

(仮
称
)
の
整
備
等
を

着
手
し
て
い
ま
す
。

道々テセ 2004.8 63

図 市民球技場完成予想図

◆
千
葉
市
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

(案
)

み
ん
な
で
応
援
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
千
葉
中

市
民
が
気
軽
に
集
い
、利
用
で
き
、

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
開
催
に
対

応
で
き
る
機
能
を
備
え
た
施
設
で
す

(約
一
人
、
五
〇
〇
席
、
平
成
一
七

年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
)。

第
三
の

『副
都
心
･
蘇
我
』

-･-都市･居住環境整値団点燈城
--醇我特定地区
　　　　　　　　

昨
年
、
と
ん
び
会
政
令
市
指
定
都

市

(
一
三
市
)
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
会
員
と
し
て
三
年
目
に

入
り
ま
し
た
千
葉
市
東
京
事
務
所
の

矢
口
で
す
。

◆
第
三
の
副
都
心
･
蘇
我

千
葉
市
中
央
区
蘇
我
。
一
九
四
〇

年

(昭
和
五
〇
年
)、
内
務
省
土
木

会
議
に
よ
り
東
京
湾
臨
海
工
業
地
帯

千
葉
南
部
地
区
(蘇
我
･
今
井
地
区
)

の
造
成
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
一
環
と

し
て
、
蘇
我
･
今
井
の
海
岸
が
埋
め

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
戦
時
中
は
、
日

立
航
空
機
製
作
所
と
日
立
製
作
所
が

軍
需
生
産
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
。
戦
後
、
川
崎
製
鉄
所
、
東
京
電

力
な
ど
が
進
出
し
、
京
葉
臨
海
工
業

千
葉
市
東
京
事
務
所

矢
口

和
之

地
帯
発
展
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
地

区
で
す
。

ま
た
、
現
在
で
は
、
J
R
京
葉

線

･
内
房
線
･
外
房
線
結
節
点
の
転

地
特
性
と
臨
海
部
の
遊
休
地
の
積
極

的
な
活
用
に
よ
る
首
都
機
能
の
一
翼

を
担
う
業
務
核
都
市
と
し
て
、
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
多
心
型
の

都
市
構
造
の
実
現
と
、
市
域
の
均
衡

位置図
　　
　

　

　

　

　
　.数
群
は

　　　　
　
　
　　　　　　

　

　　　
　

蘇我特定地区

西から東から



新世紀･市制施行80周年を記念し、公募により制定
若葉区

…
顔 釧殺鰡銘贅# 若葉区の英字イニシャル ｢WJをモ
龍器翳れ鑽競騒懲鏥襁鬱 子一つ信醤壽皮再中心▽‘レナ害h、
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しています。色は、泉自然公園、動物
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千葉市及び各区のシンボルマーク

花見川区
花見川区の ｢花｣をモチーフに、　 　 　　　　　　　　　　　　 　　　　

ま
た
、
来
年
二
月
一
日
か
ら
、
サ

ッ
カ
ー

･
J
リ
ー
グ

｢ジ
ェ
フ
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
市
原
｣
の
チ
ー
ム
名
が
新

由来は8ページ参照

　

　
　

　
　

◎
◎
戟
釧
群

た
に
、
『ジ

ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市

原
･
千
葉
』
に
変
わ
り
、
地
域
と
共

に
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　

　
　聽

図

◆
料
理
は
真
心

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
東
京
都
千

代
田
区
平
河
町
に
元
読
売
巨
人
軍
の

篠
塚
和
典
選
手
の
母
校
、
銚
子
商
業

高
校
を
卒
業
し
、
調
理
師
へ
の
道
を

歩
み
、
東
京

･
九
段
の
割
烹
｢靖
国
｣

で
料
理
長
を
務
め
た
向
後
勇
マ
ス
タ

ー
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
は
生
家
が
飲
食
業
を
営

ん
で
い
た
た
め
、
上
京
、
調
理
師
へ

の
道
を
歩
み
ま
し
た
。

料
理
の
基
本
は

｢真
心
｣
を
信
条

に
、
一
九
七
六
年

(昭
和
五
一
年
)

に
は
当
時
の
福
田
赳
夫
内
閣
総
理
大

臣
の
就
任
の
御
祝
料
理
の
調
製
を
施

さ
れ
た
そ
う
で
す

(詳
細
は
、
著
書

｢調
理
師
入
門
｣
)。

ど
う
ぞ
、
と
ん
び
の
広
場
を
ご
覧

に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

『海
庵

い
な
さ
』
で
四
季
の
味
･
全
国
の
地

酒
を
味
わ
い
に
来
て
は
み
ま
せ
ん
か

(お
店
で
の
大
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
さ

れ
ま
す
)。

“ 道行セ 2004 .8

『海
庵

い
な
さ
』

住
所東

京
都
千
代
田
区
平
河
町
一ー
六

-
五

電
話○

三

(三
二
六
五
)
九
○
八
0

※
食
材

魚
=
金
目
鯛
、
近
海
鮪
な
ど
、
故

郷
･
銚
子
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

介
類
。

野
菜
=
千
葉
･
富
里
市
、
大
栄
町
な

ど
で
収
穫
さ
れ
た
四
季
の
野
菜
。

米
=
秋
田
･
大
潟
村
の
あ
き
た
こ
ま

ち
な
ど
各
種
を
直
接
入
荷
。

著
書調

理
師
入
門

職
業
入
門
シ
リ
ー

ズ
I
o

な
さそ
‘
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額
に
汗
し
て

(毎
圏
が
サ
ウ
ナ
･

と
ん
び
会
に
参
加
し
て
二
年
目
を

迎
え
ま
し
た
京
都
府
の
堀
本
で
す
。

東
京
へ
は
家
族
で
来
て
い
ま
す
。
東

京
に
来
る
直
前
京
都
で
は
、
道
路
建

設
課
で
計
画
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
現
場
で
は
、
河
川
改
修
関
係
を

担
当
し
、
本
庁
で
は
河
川
課
に
六
年

間
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
上
木
技
術

職
で
す
。

元
々
汗
か
き
(太
っ
て
い
る
か
ら
)

の
方
で
す
が
、
今
年
は
と
り
わ
け
暑

く
、
午
前
･
午
後
と
要
望
が
あ
る
日

な
ど
は
Y
シ
ャ
ツ
と
下
着
(パ
ン
ツ
、

シ
ャ
ツ
)
を
着
替
え
て
い
る
状
況
で

す
。
ハ
ン
カ
チ
で
は
間
に
合
わ
な
い

の
で
、
タ
オ
ル
は
必
需
品
で
す
。

(シ
ー
プ
リ
ー
ズ
と
メ
ン
ト
ー
ル
入

り
フ
ェ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー
も
こ
の

時
期
手
放
せ
ま
せ
ん
。)

東
京
で
は
、
周
り
の
色
々
な
人
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
何
と
か
や
っ
て
い

る
、
と
言
う
の
が
現
状
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
二
月
二
七
日
、
京
都
府
丹
波

町
で
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
、
約
二
三
万
羽
の
殺
処

分
等
を
行
い
ま
し
た
。
知
事
を
先
頭

に
職
員

一
丸
と
な
り
対
応
に
あ
た

り
、
四
月
一
三
日
午
前
〇
時
に
す
べ

て
の
制
限
を
解
除
し
、
安
全
宣
言
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
出

来
事
は
、
食
の
安
全
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
と
同
時
に
、
危
機
管
理
、

情
報
伝
達
、
指
揮
命
令
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
ま
だ
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
関
係
各
位
に
改
め
て

感
謝
す
る
次
第
で
す
。

京
都
府
塞
泉
事
務
所

堀
本

恒
秀

図 1 京都府全景

ふ
る
さ
と
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
を
始

め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
ず
簡
単
に
京
都
府
の
概
要
を
説

明
し
ま
す
。北
部
は
日
本
海
に
面
し
、

変
化
に
富
む
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く

丹
後
半
島
。
日
本
三
景
の
一
つ
天
橋

立
。
そ
れ
に
舞
鶴
港
が
あ
り
ま
す

(図
1
、
写
真
1
)。

写真 1 冬の天橋立

次
に
中
部
は
大
部
分
が
山
地
で
す

が
、
亀
岡
、
福
知
山
盆
地
の
ほ
か
、

桂
川
、
由
良
川
の
支
流
に
沿
っ
て
い

く
つ
か
の
市
や
町
が
あ
り
ま
す
。

南
部
は
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
京

都
市
、
そ
の
南
に
今
回
紹
介
す
る
宇

治
市
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
が

あ
り
ま
す
。

府
域
の
総
面
積
は
約
四
、
六
〇
〇

如
、総
人
口
は
約
二
六
五
万
人
で
す
。

そ
の
内
、
政
令
指
定
都
市
の
京
都
市

が
約

一
四
六
万
人
を
占
め
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は

｢京
都
｣
と
い
う
と

金
閣
寺
、銀
閣
寺
等
の
寺
社
仏
閣
や
、

紙
園
祭

(七
月
一
六
日
)
(写
真
2
)、

西から東から



写真 3 送り火 写真 2 紙園祭

五
山
の
送
り
火

(八
月

一
六
日
)

(写
真
3
、
図
2
)
な
ど
を
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
京
都
府

は
先
ほ
ど
説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
南

北
に
色
ん
な
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。

◆
お
茶
と
源
氏
物
語
の
ま
ち

『宇
治

市
』

そ
こ
で
、
折
角
で
す
の
で
、
今
回

は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
京
都
で
は
な

く
、
私
の
住
ま
い
の
あ
る
宇
治
市
を

中
心
と
し
た
南
部
地
域
の
紹
介
を
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
京
都
の
南
、
大

阪
･
奈
良
と
の
府
県
境
に
広
が
り
平

安
京
と
平
城
京
を
結
ぶ
街
道
筋
と
し

て
早
く
か
ら
開
け
た
南
山
城
。
豊
か

な
自
然
の
中
に
い
に
し
え
の
寺
院
や

古
道
、
さ
ら
に
は
歴
史
上
の
人
物
ゆ

か
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
史
跡
が
点
在
し

て
い
ま
す
。

宇
治
市
は
、
J
R
京
都
駅
か
ら
J

R
奈
良
線
快
速
で
約
一
五
分
で
す
。

茶
ど
こ
ろ
と
し
て
名
高
い
宇
治
市

は
、
市
の
中
央
部
を
宇
治
川
が
流
れ

る
緑
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
で
す
。
宇

治
市
に
は
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ

れ
て
い
る

｢平
等
院
鳳
凰
堂
｣
(写

真
4
)、
｢宇
治
上
神
社
｣
を
は
じ
め
、

普
茶
料
理
で
有
名
な
黄
葉
山
萬
福
寺

(お
う
ば
く
さ
ん
ま
ん
ぷ
く
じ
)
な

ど
数
々
の
名
所
が
あ
り
、
ま
た
、

『万
葉
集
』
『源
氏
物
語
.
宇
治
十
帖
』

な
ど
の
舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
将
軍
家

が
用
い
る
宇
治
茶
を
運
ぶ
た
め
、
幕

府
派
遣
の
役
人
が
茶
壷
を
仕
立
て
て

往
還
す
る

｢お
茶
壷
道
中
｣
が
制
度

化
さ
れ
、
沿
道
の
住
民
は
大
名
行
列

に
接
す
る
と
同
様
に
こ
れ
を
歓
迎

し
、
に
ぎ
わ
う
な
ど
、
｢茶
道
｣
や

｢禅
｣
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
文
化
の 写真4 平等院鳳凰堂

写真 5 源氏物語ミュージアム

発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
宇
治
市
は
美
し
い
文

化
観
光
都
市
と
し
て
多
く
の
人
々
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
高
速
道
路
の
整
備
状
況

京
都
府
域
の
高
速
道
路
の
整
備
状

況
で
す
が
、
昨
年
三
月
一
日
に
は
、

国
道
四
七
人
号
綾
部
宮
津
道
路
舞
鶴

大
江
I
C
~
宮
津
天
橋
立
I
C
間
約

一
一
･
三
如
が
、
昨
年
三
月
三
〇
日

に
は
第
二
京
阪
道
路
約
九

･
八
鬮

が
、
ま
た
八
月
一
〇
日
に
は
京
滋
バ

イ
パ
ス
が
全
線
開
通
す
る
な
ど
、
昭

和
三
八
年
に
名
神
高
速
道
路
が
供
用



さ
れ
て
以
来
過
去
最
長
と
な
る
府
内

約
三
六
如
が
供
用
さ
れ
ま
し
た

(写

真
6
)。

※
ミ
ニ
知
識

昨
年
公
開
さ
れ
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト

と
な
っ
た

｢踊
る
大
捜
査
線
ザ
ム
ー

　　
　　
　

　
　　
　
　

ビ
ー
2
｣
で
供
用
前
の
第
二
京
阪
道

路
が
ロ
ケ
地
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し

た
。

写真6 久御山ジャンクション

◆
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

I
京
田
辺
市
･
精
華
町
･
木
津
町
ー

京
都
と
奈
良
、
大
阪
に
ま
た
が
る

京
阪
奈
丘
陵
に
は
二
一
世
紀
を
担
う

文
化

.
学
術
･
研
究
の
新
し
い

『拠

占
垈
づ
く
り
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た

｢関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
｣。

産
官
学
の
協
力
と
連
携
の
も
と
ナ
シ

ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
建
設

が
進
み
、
世
界
的
な
学
術
研
究
機
関

や
国
際
的
な
交
流
拠
点
施
設
が
次
々

と
完
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
ま
ち

開
き
一
〇
周
年
に
あ
た
り
、
オ
ペ
ラ

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ル
ー
ム
も
開
設
し
次
代
を
担
う
企

業
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す

(写
真

7
)
。い

ず
れ
の
市
や
町
も
京
都
市
か
ら

J
R
や
私
鉄
を
使
っ
た
と
し
て
も
一

時
間
前
後
の
距
離
で
す
。
自
動
車
な

ら
高
速
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
さ
ら

に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
京

都
へ
の
出
張
や
観
光
の
際
に
は
、
宇

治
市
を
は
じ
め
と
し
た
個
性
溢
れ
る

京
都
府
南
部
へ
是
非
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。

写真7 学研都市




